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デー タベ ー スは、わが国 の情報化 の進展上 、重要 な役割 を果たす もの と期待 され て

い る。今後 、デー タベ ー スの普及 に よ り、わが国にお いて健 全な高度 情報化社会 の形

成 が期待 され る。 さらに海外 に対 して提供 可能 なデー タベ ースの整備 は、国際的な情

報化へ の貢 献お よび 自由な情報流 通 の確保 の観点か らも必 要で ある。 しか しなが ら、

現在 わが国 で流通 してい るデー タベ ー スの中でわが 国独 自の もの は1/3に す ぎな い

の が現状 で あ り、わが国デー タベ ー スサー ビスひ いてはバ ランスあ る情報産業の健 全

な発展 を図 るためには、 わが国独 自のデー タベー スの構 築お よびデ ー タベー ス関連技

術 の研 究開発 を強力 に促 進 し、デ ー タベー スの拡充 を図る必要が あ る。

この よ うな要請 に応 え るため、(財)デ ー タベー ス振 興セ ンターで は 日本 自転 車振

興会 か ら機械 工業振興 資金 の交付 を受 けて、デー タベー スの構築 お よび技術開発 につ

いて民間企 業 、団体等 に対 して委 託事業 を実施 してい る。委託事業 の 内容 は、社会的 、

経 済的、国際的 に重 要 で、また地域 お よび産業の発展 の促 進 に寄 与す る と考 え られ て

い るデー タベー スの構 築 とデ ー タベー ス作成 の効率化 、流通の促進 、利用 の円滑化 ・

容易化 な どに関係 した ソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術 であ る。

本 事業の推進 に 当って、当財 団 に学識経 験者 の方 々で構 成 され るデー タベー ス構 築
・技術 開発促 進委員 会(委 員長 東 海大 学教授 上條 史彦氏)を 設 置 している。

この 「イ メー ジ ファイ リングの効率的活 用を 目指す書誌 情報デ ー タベー ス検索技術

の構 築」は平成9年 度のデー タベ ー スの構 築促進お よび技術開発促進 事業 として、 当

財 団が株 式会社 会議 録研究所 に対 して委託 実施 した課題 の一つ で ある。この成果 が、

デ ー タベー スに興 味 をお持 ちの方 々や諸分 野の皆様方 のお役 に立 てば幸い である。

なお、平成9年 度 デー タベ ースの構築促進 お よび技術 開発促 進事 業 で実施 した課 題

は次表 の とお りであ る。

平成10年3月

財 団法人 デー タベ ース振興セ ンター



平成9年 度 データベース構築 ・技術 開発促進委 託課題 一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1
インターネ ット型先進材料DB活 用プログラムの開

発

(財)次 世代 金属 ・複合材

料研究開発協会

2
インターネッ トを利用 したイベン ト関連情報に関す

るデータベースの構築

(社)日 本イ ベン ト産業振

興協会

3
オーサ リング型地図付地域ガイ ドデータベースのプ

ロトタイプ構築
(財)地 図情報セ ンター

4 高齢者在宅介護情報のデータベース構築 (株)フ ォワー ド

5
筑波研究学園都市研究便覧インターネット対応化事

業
(株)筑 波出版会

6 建築行政指導要綱のHTMLデ ータベース構築 日本建築法令(株)

7
中小小売業のための商品仕入れ情報データベース プ

ロ トタイ プ構築
(財)店 舗 システム協会

地域活性化 8 新聞記事 ・画像データベース構築 琉球新報社

技 術

9
イメ7ジ ファイ リングの効率的活用 を目指す書誌情

報データベース検索技術 の構築
(株)会 議録研究所

10
やわ らかい分散オブジェク トシステムに関する調査

研究

(株)シ ネ ・ジ ャー ナ ル プ

ロダ ク ション
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1概 要

1.1目 的

1.1.1目 的

行政機関における課題点 とは、 これまでの業務において大量 に発生 した行政文書の

保管 ・再活用である。行政情報に関しては情報公開法に基づき、ある一定期間の文書

保管が義務づけられ、 どの自治体においてもその保管スペースに苦慮 している。また

行政文書 とは、紙文書のままでは再活用 ・閲覧を行 う際に多 くの手間が発生する。紙

文書の中か ら求める情報 を検索 ・抽出してくることは容易ではない。そ こで これ らの

観点か ら行政文書の保管 と今後の活用 を目指し、行政情報化によるペーパー レス化運

動の気運が各 自治体で高ま り始めている。

この背景 として、平成6年12月 に閣議決定され、平成9年12月 に改定された 「行

政情報化推進基本計画」が示されてお り、この計画は行政改革の流れとあいまって、

中央省庁 と地方自治体連携による行政文書情報化、そ して国民と行政機関 との情報化

連携による新たな国民参加型行政の実現が目指されている。本計画では これまでの紙

文書 による行政活動の非効率性 を改め、しかもインターネ ット ・イ ン トラネ ッ トとい

ったパソコン環境における既存の大型汎用機 ・オフコンといった大掛か りなシステム

化よ りもス リムでシンプルな情報化環境の実現 を目指している。

つまり1人1台 パ ソコン環境を実現 し、すべての行政業務は紙文書から文書データ

へ と置換し、業務の効率性 と業務成果の効果的な活用 を実現する ことをコンセプ トと

しているものである。

また本基本計画では、文書のデータ化実現のため、構造化文書による文書管理体系

である 「SGML(StandardGenerahzedMarkupLanguage)」 の行政文書分野に

おける採用 を決定 して いる。ただこの手法は今後新たに作成され る行政文書分野にお

いてはツールの整備や共通的な文書構造規程の整備によって容易 に進めることも可能

であるが、問題 となるのが過去の行政文書の取扱 に関してである。

過去 においてワープロ等を利用 して作成された行政文書 とは、文書の構造化 を意識

した文書作成がな されていたものは少なく、 しか もその多くがワープロパソコン等の

電子的デー タで既に存在 してお らず、紙文書という形態でしかないものが多いはずで

ある。(数 十年前の ものであれば和文タイプによるまったくアナログな文書で しか保

存 されていない。)

しか も行政情報化 の過渡期である現在、関係省庁か らの通達等すべての業務1青報が

電子的な形態で供給 されているわけではない。まだまだ紙文書で供給 され、アナログ

ファイ リングによ り整理 ・保管されるものも多いはずである。そ してその他にも新聞

や雑誌等の記事 に関 して資料文書として保存する場合にも、やは り紙で供給 されるも

ののデータ化 という課題は残 って しまう。

ではこれ らアナ ログな紙による文書について も、果たしてSGML化 することが得

策であろうか。紙文書 になってしまったものをSGMLの ような構造化文書にするこ

1



とは大変難 しい。単純な文書変換作業のみで これは終わるものではな く、人間が介在

し、文書構造に関する判断を加える作業がな くてはSGML文 書変換は実現できない。

そ こで今後の行政業務に必要となる文書のみをSGML化 し、その他の ものに関 して

はイメージデータによる保存とするという見解が大方の流れである。

しかしイメージデータとは、データ容量が大きくな りすぎ、 しか も文字 も画像とし

て認識されることか ら紙文書がその形態を変化 させたのみで検索性等、電子化のメリ

ッ、トはそ こには実現できない。 しか も既存のイメージファイ リングシステムの多くは

専用システムとなっているものが多 く、多額の投資をしても、そのイメージデータに

よる文書 ファイルを他のアプ リケー ションなどにおいて活用することは難 しい。

そんな中でAdobeよ り 「PDF(PortableDocumentFile)」 というイメージファイ

ル形式が提唱された。 これは文字部分 を文字データとして認識することができるもの

であり、これにより文字データの再活用とファイル容量のコンパク ト性 も実現するこ

とができる。 しか もOCR(OpticalCharacterReader)機i能 を付加す ることによっ

て、過去の紙文書 も文字をデータ認識 させた形態で電子データ化することも可能 とな

る。

そ こで今回は、PDF技 術を利用 した行政文書分野における新たなイメー ジファイ

リングシステムの機能開発を目的とす ることとす る。

1.2行 政情報化推進基本計画 に基づく文書管理のあり方

1.2.1行 政文書活用に求め られる機能

行政機関における業務を現す ものとは、行政文書にあるといっても過言ではない。

担 当部署において起案 され、それ を委員会等の組織の中で検討 し、担当責任者が承認

を行い(ま たは国会 に法案提出され)、 通達 ・告示がなされる。 これ らの活動はすべ

て文書 という形に現せ られ、それが保管 ・再活用なされるものとなる。 しか し紙文書

によってこれが流通 している間においては、各々の文書を担当者が作成 し、その文書

の関連性(リ ンク)と いう点については、文書を見る人間の判断に頼っている部分が

多分にある。この点を肯定したままの行政文書情報化 とはまったく無意味である。つ

ま り文書内容に関して必要な情報テーマを容易に検索できる環境、そ して関連する文

書が時系列で リンク し、その文書内容を追いかけるのみで、その業務の流れ ・過程が

理解できることが電子行政文書に求め られるポイ ントである。

そこで最適な文書形式 とは構造化文書 となっているSGML文 書ではあるが、前述

のような事 由から考慮すると今回テーマとする過去の紙文書デー タ、紙文書で配信さ

れる通達文署、紙で得 られる新 聞 ・雑誌等の資料文書分野に関しては、すべてをSG

ML化 す ることは難 しい。

かといって単純にOCR入 力を行い、TXTフ ァイル化することだけでもあまり意

味はない。行政文書には往々にして、 システム図やイラス ト等の図形データも含まれ

る。その際にOCRの みでは、結果 としてTXTフ ァイル と図形ファイルが別々のフ

ァイル化 されてしまい、その双方 を同時に活用 しようとする場合 には、そのファイル

2



の リンク付けと双方のファイルを異なるアプリケーションによって閲覧 ・加工 しなけ

ればならない状況 となって しまう。

っまり 「ファイル検索の容易性」 「検索用イ ンデ ックス ファイル作成の手間軽減」

「イメージデータ容量のコンパク ト化」 「PDFフ ァイル というオープンファイル形

式による閉鎖性か らの開放」等の点か ら、イメージデータ化 された図形ファイル とT

XTデ ータ化されたTXTフ ァイルを1つ のファイルの中で管理 ・閲覧できるPDF

ファイルの有効性は大きいものと考 えられる。

紙文書か ら電子文書への移行期である現在、過去の文書蓄積 を少 しでも今後電子的

に活用できる ことを望むのであれば、 このコンセプ トは間違いのない方向性であると

考えられる。
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2イ メージファイ リングシステムの今後のあり方

2.1イ メー ジフ ァイ リング システ ムの現状

既存のイメージファイ リングシステムとは次の2種 の考え方による機能製品に集約

される。

2.1.1イ メー ジ フ ァイ リング専 用 システ ム(電 子 フ ァイ リング システム)

これはオフィス内の紙書類 を簡単 に保管 ・整理するために、文字も図形 も単純にイ

メージデータ化する種類の製品であり、過去のイメージファイ リングの主体であった

マイクロフィルム(マ イクロフィッシュ)に よるファイ リングシステムか ら発展 し、

電子化されたものが中心である。

しかし紙文書データをすべてイメージデータ化することか ら、1枚 当た りのイメー

ジデータ量が大量 とな り(最 近の製品で も1枚 当た り最低140KBが 必要)シ ステ

ムが登場 した時代のフロッピーディスクによるファイル管理を行 っていた初期型パソ

コンでは取 り扱 うこと力灘 しかった。そ こで専用システムとして開発 された ものが多

く、数百万円単位でのシステム導入投資が必要となっていた。そのため役所内部 にお

いてもすべての部門 ・部署で導入され ることはな く、統計部門や通達告示文書 を管理

する文書部門のみが システム導入できる程度のものであった。

また専用システムであることか ら、独 自のファイル形式 によって文書保管がなされ、

初期の製品においてはパソコン等 の他のアプリケーション上においてデータ閲覧や加

工ができないものであった。パ ソコンの処理速度が大幅に向上 し、MOやCD-RO

M等 の大容量メディアが一般 化 してきている現在、 このようなシステムコンセプ トは

オープンネッ トワーク化環境を目指す動きとは異なるものとなっている。

(最近のシステム製品事例)

「ソニー データイータ ・PDF-V55」

● メディアにMDを 採用 し、コンパク トな専用システムとなっている。画像編集機能

は有しているものの、文字に関してはイメージ認識機能しか有していない。

● しか しパソコン等との連携に関しては、PDFフ ァイルによってデータ転送する機

能を有 し、これまでの専用システムの課題を解決したものとなっている。

2.1.20CR機 能 を有 した イ メー ジ フ ァイ リングシス テム

前述の専用 システムにおける次のような課題を解決するためにOCR機 能を有 し、

文書内の文字データ認識が可能な ワークステーション ・パソコンによる第2世 代のイ

メージファイ リングシステムが登場 した。
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【OCR機 能付与 によるイメージファイ リングシステムの利点】

1.文 書1枚 当た りのデータ容量が大量 となって しまう。

文字 をOCR機 能 によってデータ化することができ、文字部分のデータ圧

縮が可能。

2.文 書内の文字部分について文字検索ができない。

既存の専用システムでは、各ファイル に検索用 のキーワー ドを付与 して フ

ァイル検索 を行 っていた。 しか しOCR機 能によって文字データ化された

ことによ り、全文検索エンジン機能を付加 し、検索 ・抽出が可能

また、UMXやWINDOWSNT等 のサーバー ・クライアン ト方式 によるネットワ
ーク型 システムも登場 し、全庁的ネッ トワークや部門内におけるグループウェアと連

携 した文書管理システムも可能 となった。

しか しこれ らシステムも各 システムの中でのみ閲覧 ・利用が可能な ものや、特定の

文書アプ リケーションやブラウザが必要なものであり、オープン化 しているとは言い

難 い。

(最近のシステム製品事例)

「リコー 読取物語キャビネット」

●Windows95環 境でのシステムであり、スタンドアロン環境の中で高速全文検索機能

によってキーワー ドによる文書抽出が可能。

● バイ リンガルOCR機 能により英文 ・和文ともに対応可能。

● 本システムについては他のアプリケーションによる文書加工が可能なように 「一太

郎」「Word」 「Exce1」へのファイル出力機能を有す。
「松下電器 ドキュメントファイリングシステム」

● ㎜ 柵owsMを ベースとし、グループウェアと醐 たサ十 クライア

ント方式でのイメージファイリングシステム。

● オプションによりWWWブ ラウザによる文書閲覧も可能で、インターネット・イン

トラネットにも対応可能。

2.2既 存システム と比較 した本 システムの利点

前述のとお りイメージファイ リングシステムもパソコン等のハー ド・ソフトインフ

ラの成長 とあいまって、その機能を向上させてきた。

しか し特定のシステムやアプリケーションに依存しないオープンな環境のシステム

への展開という面では既存 システムには多くの課題がある。そ こで これ らの問題点を

解決するために今回の事業において、新たなコンセプ トでの 「イメージファイ リング

システム」の機能開発 を行った。そのポイン トとして今回開発の本 システムの特徴 と

なる利点を列挙す る。

2.2.1マ ル チ プ ラッ トホー ム対応可能 でオープ ンな フ ァイル形 式 、

これまでのイメージファイ リングシステムとは、専用 システムとして展開 している

ものが主体であり、パ ソコン環境のシステムに進化 してもオープンシステム としての

課題 は解決 されなか った。その中で 「リコー 読取物語キャビネ ッ ト」は一太郎 ・
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Word・Exce1と いった メジャーな アプ リケー シ ョンへの フ ァイル 出力が可 能で はあ

るが、文 書閲覧者 にお いて これ らの アプ リケー シ ョンを必ず しも有 して いる とは限 ら

ず 、 しか も長期間の文 書保管が求 め られ る行 政文書 にお いて これ らのアプ リケー シ ョ

ンが将来 にわた って もメジ ャー であ りつづ け るとは限 らず、数年 後 に これ らの文書 フ

ァイル を利用す るこ とが不可能 とい う状況 も考 え られ る。 また 「松下電器 ドキ ュメ

ン トフ ァイ リングシス テム」 にお いて は、オプ シ ョン機能 にお いてWWWブ ラウザ

による閲覧 を可能 と して いる。た しか に これ はマルチ プ ラッ トホーム(Macintosh、

Windows)へ の対応 につなが って いるが、や は りNetscapeNavigatorやMicrosoft

InternetExplorer等 のブ ラウザが メ ジャー で あ りつ づ ける とい う保証 もな い と考 え

られ る。

っ ま り特定 アプ リケー シ ョンフ ァイル への 出力 とい う点 は現状 を考 え ると有効性 は

高 いが 、将来性 につ いて は疑 問が多 い。そ こで特 定 のアプ リケー シ ョンに偏 らな いイ

メージデ ータの採用 が求 め られ る。 しか も これ は単純なイ メー ジデータ フ ァイ ルで は

な く、文字部 を文字 デー タ と して認識 で きる ファイルで なけれ ば今 回の 目的 に合致 し

な い。

以上の ような点か ら考慮す る とAdobeに よって新た なイ メー ジデー タフ ァイル 形

式 「PDF(PortableDocumentFormat)」 が最 も有 効で あ る と考 え られ 、本 システ

ム にお いては このPDFを ファイ ル形式 として採用す る。(ADOBEよ りPDFフ ァイ

ル の閲覧 ソフ ト 「AcrobatReader」 が無償提 供 され てお り、イ メー ジデー タ分野 に

お いて は、世界 的にデ フ ァク トス タ ンダー ド化す る動 きが あ る。)

2.2.2文 書イ メー ジデー タ容量 の コンパ ク ト化

イメージデータファイルとはその内容が文字であろうが、図形であろうが、写真で

あろうがすべて同様のイメージデータとして しか認識 して くれない。そ こでワープロ

等の文書アプリケー ションにおけるテキス トのみの文書ファイル とイメージデータ化

された文字物文書ファイルのデータ容量を比較すると数倍～数十倍の容量を後者は前

者に比較 して有 して しまう。

この点 を考慮して第2世 代のイメージファイリングシステムはOCR機 能を付加 し、

文字部分に関してデータ化を図 り大幅なデータ容量の縮小を実現できた。 しか しこの

イメージファイルを、特定のワープロ等文書作成アプリケーションのデータ化を図る

場合、やはり文書管理情報等のファイルが付加 されて しまい、 トータルとしてはデー

タ容量を増や して しまう。

その点PDFフ ァイルでは、ネ ッ トワーク上での ドキュメン トデータ配信を目指 し

て開発されたファイル形式であることか ら、図表 ・イラス ト等の画像データがイメー

ジデータの中に入ってきた場合にも、それを作成したアプリケー ション上でのファイ

ル容量よりも大幅にコンパク ト化することが可能となる。

イメージファイ リングシステムの命 とは、少ない容量でいかに大量のページ登録が

可能か という点にある。今後 これ らの点をまったく考慮 しなくて も良い超高容量記憶

メディア(テ ラバイ トクラス)が 登場 し、それ らメディアへのアクセス時間が超高速
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化すればこの点 も意識する必要はないであろうが、その過渡期である現在においては、

や は りいかにファイルをコンパク ト化するかを十分に考慮 しなくては、最適なイメー

ジファイ リングシステムの開発には至 らないものと考え られる。

2.3PDFフ ァイ ル

2.3.1PDFフ ァイル形式 の特徴 とポイ ン ト

PDF(PortableDocumentFormat)と は、AdobeSystemsIncorporatedが 提唱

し、一般 に開示 され て いる電子 フ ァイル 形式で ある。最大 の特 徴 は 「どこへ持 って い

って も必ず 同 じよ うに表示 ・印刷 できる」点 にある。

プ ラッ トフォー ムが異 な って いて も、作成元 ア プリケー シ ョンがな くて も、 フォ ン

トがな くて も、デ ィス プ レーや プ リンターが異な って いて もPDFフ ァイル を読み込

む た めの ア プ リケー シ ョンrAcrobatReader」(Adobeの サ イ ト等 にお いて無償 配

布)さ え有せ ば、オ リジナル ドキ ュメ ン トと同 じレイア ウ トで文 書閲覧力河 能 とな っ

て い る。

また このPDFフ ァイル とは、イ ンター ネ ッ ト環境 が進展 す る中で特定 のア プ リケ

ー シ ョンに頼 らな く とも文書 閲覧 が可能 とい う機 能のみな らず
、いか に ドキュ メン ト

フ ァイル をコ ンパ ク ト化 し、短 時間で容易 に配 信するか とい う点 も考 慮 され ている。

実 際 あるカ ラーパ ン フ レッ トのイ メー ジデー タ フ ァイル を比較 した と ころ、 ある

DTPア プ リケー シ ョンで作成 した デザイ ンデ ー タが数十 メガバイ トで あ った のに比

較 して、それ をPDFフ ァイル化 した と ころ226キ ロバイ トまで圧縮 す る ことができ

た とい う事例 もあげ られ て いる。
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2.3.2PDFに よ る電子化文 書作成 の流れ

1

既 存 の

QuarkXpressの ドキ ュ メ ン ト

AdobePageMakerの ドキ ュ メ ン ト

MicrosoftWordの ドキ ュ メ ン ト

Etc.(入 稿)

紙 の マ ニ ュ アル

電 子 化 用 の 変 更

(例:色 をつ け る な ど)

PostScriptフ ァイ ル に 出 力

(通 常 の プ リ ン トア ウ トと同 じ手順)

、

ス キ ャ ナ

OCR

PostScriptフ ァ イ ル

77

●

、

PostScriptフ ァ イ ル

、

Acrobatdistiller

(ド ラ ッ グ&ド ロ ッ プ で 変 換)

7

/
PDFフ ァ イ ル

・リン クの 修正

・目次 の 修正

・ペ ー ジの 入れ か え

AcrobatExchangeで の 作 業

・ハ イパ ー リ ン クの 設 定

・セ キ ュ リテ ィ ー の 設 定

・目次 の作 成

▼

PDFフ ァイ ル(納 品)

(ン ター{)(CD-R・M

▼

)
NetscapeNavigatorな ど で

イ ン ラ イ ン 表 示 ・印 刷

(1ペ ー ジ ご と も 可 能)

(図)PDFに よ る電子化 文書 を作成 する流れ

AcrobatReader(無 料)で

表 示 ・印 刷
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2.4イ メー ジ ファイ リングシステム の今後 のあ り方

以上のような点か ら考慮すると今後のイメージファイ リングシステムに求められる

機能とは次の点に集約される。

①

②

③

④

⑤

⑥

特定のアプ リケー ションに偏 らないオープンなファイル形式の採用

イメージデータ容量の小型化

文字部分のデータとしての認識

検索キーワー ドを付与 しなくとも高速に検索可能な全文検索機能

各文書の関連性を考慮 した階層構造を持った文書データベース構造

文字データのみデータ抽出が可能 とな り、他のアプリケーションによる2次

加工可能

⑦ 文書データを構造文書化 し、SGML文 書化する ことが可能

本 システムとは① ～⑤ までの部分に関 して実現するものである。 この点 までであ

って も現在市販されるイメージファイ リングシステムにはない新たなコンセプ トのシ

ステムと評価できるものと考える。

なお⑥及び⑦ を実現するためには、⑥ に関しては文字認識を持ったPDFフ ァイル

か ら文字部分を抽出 してTXTフ ァイルへ出力させることで対応可能である。 しかし

⑥ のみでは、 レイアウ トイメー ジが損なわれて しまうという点 とプ レー ンなテキス

トファイル となって しまう点か ら文書構造が不明確 となって しまうという問題点が発

生する。前者に関して は、元のアプ リケーションによって作成された文書 ファイルに

立ち戻って手をつ けることがベス トであるが、とにかく紙で しか存在 しないファイル

に関しては レイアウ ト指示を誰かが与えな くてはならない。また後者に関して も、レ

イアウ ト文書化なされた時点で文書 ファイル上、文書構造は不明確 になって しまって

いる。つまりこれ もシステムの問題ではな く、やはり文書構造指示を誰かが与えなく

てはならない。(ま た一定の レイアウ ト文書であれば、その レイアウ ト規程 を分析 し、

ある特定のアプリケーションへの出力機能、SGMLフ ァイルへの出力機能に関 して

自動変換プログラムを作成 し対応す ることは可能である。 しか しこの場合1枚 で も規

程外のレイアウ ト文書があれば、それは手作業 にて対応 しなければな らない。)

つまり各行政機関において予算等の都合により、閉鎖的環境の過去のワープロ専用

機を利用 し、 とりあえず紙による文書交換で進めなければな らないのであれば、この

ような自動変換プログラムをもって一括変換できるよう、文書作成規程 を再度徹底 さ

せ、同様の文書構造 となる文書作成を末端の担 当者に行わさせる努力を組織的に行 う

べきである。 このよ うな対応が無ければ、⑦ とはシステム開発力のみで対応できる

課題ではないと考 えられる。
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3文 書 ファイル形式 としてSGMLとPDFの 対比

いま日本国内では、文書ファイル形式 に対する意見が二分されている。一つは文書

構造のみを規程 し、 レイアウ ト属性 を持たない非常にプレー ンな文書交換性や文書デ
ータベースやマルチメディア化への展開が容易な 「SGML(StandardGeneralized

MarkupLanguage)」 で あ り、 もう一 つ は今 回テ ーマ にす る 「PDF(Portable

Doc㎜entFormat)」 である。

双方の共通点は特定のアプ リケーションに偏 らないファイル形式であるという点で

あるが、SGMLは 文書構造のみ を規程 し、 レイアウ ト情報 を持たない ドキュメン ト

ファイルであり、PDFは その逆 にレイアウ ト情報のみを持ち、文書構造 を規程 しな

い ドキュメン トファイルである。

そこで本章では、この双方の特性を分析 し、行政文書分野における双方の役割を明

確化することとする。

3.1SGMLと は何か?

3.1.1SQLデ ー タベースか らSGMLデ ー タベースへ の変 遷

これまでの文書データ管理技術は、文書アプリケーション毎の閉鎖的環境の中で進

展 してきた。各々のアプリケーションが機能 によって勝負 し、自らのアプリケーショ

ンへの囲い込みを目的にファイル形式 を異なる形態とした完全な相互交換が不可能な

状況にあった。 これは各文書アプ リケーションの創成期には、自らのシェア獲得 とマ
ーケッ トの寡占化を目的に仕方のないことではあるが、 これで最 も苦労 したのが我々

ユーザーサイ ドではなかっただろ うか。(各 アプリケーション間でのデータ変換プロ

グラムも各サー ドパーティか ら発売されているが、詳細な部分で レイアウ ト機i能が異

なることか ら、完全なイメージでのデータ互換は実現できていない。)

しかも1つ のアプ リケー ションに頼 ることは文書保管期間が長期間 とな る行政機関

にとって大変危険な ことである。例 えば10年 間の文書保管が必要な文書について

WORDや 一太郎等の特定のアプリケー ションで文書作成 した場合、本当に10年 後

もその文書 を電子的にファイル閲覧や加工が可能であるのか という問題である。つま

りそのアプ リケーションが10年 後 もメジャーであ り続 けるという保証はどこにもな

いのである。数年前、Windowsの 台頭 と1人1台 パソコン化の流れを受けて、多 く

の自治体においてワープロ専用機か らパソコン上のワープロソフ トへ文書作成アプ リ

ケーションが移行するケースが増加 した。この際に発生 した問題点も同様である。こ

の際も付加作業として多くの予算 を割 いたものがワープロ専用機 ファイルか らパ ソコ

ンワープロファイルへのファイル変換作業である。すべての業務は行政文書によって

進められるという原則から考慮するとこの作業 も致 し方ないことであるが、今後 もメ

ジャーな ワープロソフ トが変化することにこのような作業を行っていたのでは、多く

の無駄な予算が必要 となって しまう。

そ こでデータ交換 という点のみ を考えると、これまではMS-DOSテ キス トファイ
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ルによるデータ交換が主体 となっていたが、 これはあくまでもレイアウ ト情報を持た

ないプレー ンテキス トであ り、データ交換は大変容易ではあるが レイアウ トや文書構

造定義がファイルの中身には含 まれないことか ら、文書作成者の意図がその文書 ファ

イルを得た第3者 に完全 に伝わ らないという課題を持っていることとなる。

その後RTF(RichTextFomiat)フ ァイルという書式付き文書ファイルが定義さ

れ、異なるアプリケー ション間での文書データ互換が可能 とはなってきたが、 これは

パソコン用ワープロソフ トの間での文書互換が主体となってお り、ワープロ専用機は

取 り残された形 となってお り、これにおいてもやはり完全なものであるということは

言 い切れない。

そ こでアプ リケー シ ョン固有 のレイアウ ト情報を省 き、「章タイ トル行」 「作者名

行」 「日付行」などといった文書構造 を示す識別情報 を 「タグ」 という印で示 し、文

書構造情報が盛 り込まれたテキス トファイル として生まれた ものが 「SGML」 であ

る。 このSGML文 書 ファイルを作成する場合、SGMLエ ディター等を利用 して文書

作成を行 うカミ この際にほとんどのエディターの機能 には必ずデータ入力が必要な項

目(行)や ある行を入 力した際に次に出現する入力項 目(行)が 規定されていること

か ら、誰もが同 じ文書構造の文書作成 を行 うことができ(文 書標準化の実現)、 デー

タ交換を行 う際にもそ のSGML文 書作成の約束事 となる 「SGML宣 言」 とその文書

の文書構造 を示す 「DTD(D㏄ument'llypeDefUiition)」 をSGML文 書 ファイル

(SGML文 書インスタンス)に 付 しておけば、互いに同じ環境でその文書データを

取 り扱うことが可能 となる。

ただ例えばSGML文 書 を紙 に出力する場合には、レイアウ ト情報が付加 されてい

ないことか ら、組版指示 を行 う別アプリケーションが必要 となる。(Adobeか ら1998

年2月 に日本語版が発表 されるDTPア プリケーション 「FrameMaker+SGML」

を利用するとDTPフ ァイル とSGMLフ ァイルが リンクしてお り、各々を修正する

と双方のファイル とも自動的に修正 され、SGMLと レイアウ ト情報の親和性が高ま

るものとなった。)

しか しSGMLに よ り、文書情報データベース用のファイルと各種 メディア出力用

のファイルが同一のファイル としてス トックできることから、その活用の幅は広が り、

SGMLと は非常に自由度の高いファイル形式であると考 えられる。

そ こでこれによ り既存 のSQI.形 式(RDB)で は難 しいと考え られていた文書デー

タベース構築 も、SGMLに よって解決できるものとなった。SQLデ ータベースもデ
ータ項 目の非固定長化や並列SQL処 理による高速模刻 生などによ り、そのデータベ
ースアプリケーション上では高速処理を行 うことも可能となったが、アプ リケーーショ

ン間データ互換やエディター等を利用 した簡易な文書編集を行 うことができない点な

ど課題点は残 されている状況 にある。

情報システムオープ ン化の中で、容易にデータ交換ができ、世界的な文書管理体系

としてISO規 格化がなされている 「SGML」 は今後の文書管理の標準として、メジ

ャーなもの となっていくべきと考えられる。
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3.1.2SGMLと は何 か?

SGML,と は 「SGML宣 言」 「DTD」 「文書インスタンス」の要素から構成されてい

る。SGML宣 言 とはどのようなSGML文 書であるかを指示する宣言文であ り、DTD

とは文書構造 を示す採用 されるタグ(印)の 規則であ り、文書インスタンス とはタグ

が付与された文書 ファイルである。

(A)SGML宣 言

SGML宣 言とは、そのSGML文 書の内容条件を示 したものであ り。次の6項 目で

構成される。

①
②

③
④

⑤
⑥

Charset:使 用 して いる文書文 字集合 の記 述(ex.ISO6461RV)

Capacity:許 容で き る文 書の大 きさな ど文書容 量の指定

Scope:Syntaxの 適 用 され る範 囲

Syntax:具 象構文 の詳細 に関す る指定

Features:使 用 して いるSGML機 能指 定

Appinfo:ア プ リケー シ ョン固有情報

〈!SGML"ISO8879-1986"

CHARSET

〉

CAPACITY

SCOPE

SYNTAX

FEATURE

APPINFO

BASESET

DISCSETO

PUBLIC

DOCUMENT

PUBLIC

MINIMIZE

LINK

OTHER

NONE

"ISO646 -1983//CHARSETInternational

ReferenceVersion(IRV)//ESC2/54/0"

UNUSED0

9

11

13

14

32

127

8

に
U

2

2

1

1

9

1

9

UNUSED

l3

UNUSED

32

UNUSED
``ISO8879-1986//CAPACITYReference//EN"

``ISO8879-1986//SYNTAXReference//EN"

DATATAGNO

RANKNO

SIMPLENO

CONCURNO

OMITTAGYES

SHORTTAGYES

IMPLICTNO

SUBDOCNO

【SGML宣 言サ ンプル(ISOO8879)】

EXPLICTNO

FORMALNO

これ ら宣言 によ り、使用 されるコー ド種や要素名な どの最大文字数、タグマーク

(ex.◇)、SGMLが 提供する機能 をどの程度活用 して文書インスタンスが作 られて

いるのかなどが示されている。つま り文書交換 を行 う際に使用 しているコー ド系など

を認識することができることがSGML宣 言の 目的である。

なおISOで は、標準SGML宣 言 としてrISO8879」 の中で定義されたものも存在
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し、多 くの場合 この標準的なSGML宣 言 を利用 している。

(B)DTD(Document'llypeDefinition/文 書型定義)

DTDに よって定義 されるものが文書構造である。文書イ ンスタンスの中で構成さ

れる文書 タグ(印)を 定義 し、その文書がどのような文書構造(タ グ)に よって構成

されるものであるのかが示 されている。

またDTDと は、異なる文書種類 によって各々のDTDが 定義されている。(論文用 ・

マニュアル用な ど、そ して行政分野では 「白書 ・報告書用」のDTDが 定義されてい

る。)SGMLの 目的が文書交換にあることから各々が勝手なDTDを 採用することは

あまり意味がない。そのため目的とする文書分野や業界において標準DTDが 定義さ

れている場合にはそれを採用するべきであるし、DTDが 存在 しない文書分野におい

てはこれ ら標準DTDを 参考 として自ら文書構造分析を行い、DTD設 計を行 う必要

がある。

(C)文 書イ ンスタンス
一般的にSGML文 書 と呼んだ場合、 この文書インスタンスをそれは示 している。

つま りDTDに よって定義された文書型にしたがって作成されたタグ付き文書が文書

イ ンスタンスである。

〈reporじ〉

<head>

<hd>営 業報告書</hd>

<date>平 成9年9月1日</date>

<to>○ ○営業部長殿く/to>

<author>営 業企画部企画2課 △△</author>

</head>

<body>

<p>新 規 開拓 した得意先につ きまして、その打合内容 をご報告致 します。ぐp>

<sl>

<h>顧 客名 口口株式会社</h>

<li>業 種 電化製品メー カー</h>

<1i>訪 問 日時1997年8月30日15:00～16:00<hi>

<h>訪 問先住所 東京都文京区●● 町1-2-3</h>

<h>顧 客担 当者名 販売企画部 ☆☆太郎氏</h>

<1i>打 合テーマ 製品カタログ制作 に関 して</h>

</sl>

<p>既 存の印刷物 による製品カタ ログ(約200P)と ともに、同様の内容 をベース としたCD-ROM

カタ ログを制作 したい との要望で あった。そ こで これ までの弊 社の 「印刷+CD-ROM」 によるカ

タ ログ制作事例 を示 し、その制作方法を提案 した。</p>

</body>

<close>以 上</close>

</report>

【SGML文 書イ ンスタンス サンプル】
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営業報告書

平成9年9月1日

○○営業部長殿

営業企画部企画2課 △△

新規開拓した得意先につきまして、その打合内容をご報告致します。

顧客名

業種

訪問日時

訪問先住所

扉喀担当者名

打合テーマ

口口株式会社

電化製 品メーカー

1997年8月30日15:00～16:00

東京都文京区● ●町1-2-3

販売企画部 ☆☆太郎氏

製品カタログ制作 に関 して

既存の印刷物による製品カタログ(約200P)と ともに、同様の内容をベースとしたCD-ROMカ

タログを制作 したいとの要望であった。そこでこれまでの弊社の 「印刷+CD-ROM」 によるカタ

ログ制作事例を示し、その制作方法を提案した。

以上

※ただし、SGML文 書構造(DTD)の 種類毎 に組版指示 をした結果の出力である。

【SGML文書インスタンスの組版例】

3.2PDFと は何か?

3.2.1イ メー ジデー タのデ フ ァク トス タンダー ドと して のPDF

PDFと はイ ンターネ ッ トの発展の中で生 まれてきたものであるといって も過言で

はない。WWWブ ラウザが登場 し、HTMLに よってホームページデザインを行 う際

に、そのデザイ ン的な表現の限界を克服 したい という点や 印刷用 にデザイ ンされた

DTPデ ータをそのままインターネッ トを通 じて提供 したいという点などデザイナー

サイ ドの要望によって生まれてきたものがこのPDFで ある。

ワープロ ・DTPア プ リケー ションでデザイ ンされたイメージをそのまま再現でき

る点とファイルサイズが小さくネッ トワーク配信 に有利という点については前述 した

が、もう一つ特筆すべき利点がある。それはマルチメディア対応であ り、インタラク

ティブであるという点である。

PDFと は容易にいろいろな種類のファイル とリンクを貼 ることができる。例えば

画像や音声ファイル、そしてメモファイルもリンクさせることができる。よって 自治

体 におけるホームページを作成す る場合にも、 「祭 り」を紹介す る場合、静止画写真

とともに、祭 り風景の音声や動画などを リンクさせ、よ り臨場感あふれるものにする

ことができる。(た だし音声 ・動画の再生用プログラムは必要 となる。)

また文書の中に 「フォーム」を作ることもできる。例えばアメリカの自治体では市
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民からの各種 申請様式 をイ ンターネ ットにて配信 し、それ を得た市民は必要項 目を入

力し電子 申請 を行 うことができることが実用化 されている。

例えば報告書 を制作す る場合、印刷物 と共に、PDFフ ァイルによる電子 ファイル

化を行 うことによ り、目次から該 当する章や内容にリンクす ることはもちろん、該当

する内容 を紹介す るイ ンターネッ トURLを 付 しておけば、ホームページヘ リンクす

ることも可能であ り、内容に関す る問合せや質問もフォーム機能によってインターネ

ッ トを通 じて 自動的に受 け付けることも可能 となる。つまり平面的な文書ファイルで

はな く、マルチメディアでイ ンタラクティブな電子本 を作成するという可能性 を秘め

ているものである。

他にこれに類するイメージファイル形式が存在 しない現在、フリーウェア閲覧用ア

プ リケー ションが供給 されている ことか ら考 えても、PDFフ ァイルはイメージデー

タファイルのデファク トスタンダー ドといって も過言でないものといえるであろう。

3.2.2PDFフ ァイ ル に関わ る関連 ツール

PDFフ ァイル に関わ るツール は、この ファイル の提 唱者 で あるAdobeの 「Acrobat」

とい うアプ リケー シ ョ ンによ り提供 されて いる。(Windows及 びMacintosh)そ の

構成 は次 の とお りで ある。

①AcrobatReader:PDFフ ァイル閲覧用 ア プ リケ ー シ ョン(フ リー ウェア とし

て流通)

②AcrobatExchange:PDFフ ァイルの編集や リンクの追加 等、PDF特 有 の機

能 を付加 す るアプ リケー シ ョン

③AcrobatDistiller:PostScriptフ ァイル のPDFフ ァイ ル変 換ア プ リケー シ ョ

ン

④AcrobatPDFWriter:プ リンタ ドライバ によ り各 ア ブ.リケー シ ョンか らPDF

ファイル を出力す るアプ リケー シ ョン

PDFフ ァイ ル を作成 す る場合、 この 「Acrobat」 とい うア プ リケー ショ ンがな くて

は実現 できな いが、他 の環境 と大 き く違 う点 とは閲覧用 のAcrobatReaderが フ リー

ソ フ トウェ ア と して無 料 で 自由 に入 手で きる とい う点 で ある。NetscapeNavigator

な どのWWWブ ラウザ が世界 的に普及 した こともこのフ リー ソフ トウェ ア として流

通 した点 に あった 。そ こでAcrobatReaderも 同様に普及す る もの と考 え られ 、 この

点か らもPDFフ ァイル がデ フ ァク トス タンダー ド化す る もの と考 え られ る。

3.3SGMLとPDFの 対 比

ここまで双方の機能や特徴を紹介する中で、この双方は対極的に対比すべきもので

はないという点について ご理解いただ けるであろうか。SGMLと は文書データベー

スを構築するための文書データそのものの管理体系であ り、PDFと はその文書デー

タをデザイン加工 した後 のメディア出力用 ファイル形式の1つ である。
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つま り最良の文書管理体系 とは、SGMLに よって文書データを作成 し、文書デー

タベースを構築 し、それを目的に応 じたデータのみを抽出し、受け手側 に理解されや

す いようにデザイン処理 をあるデザイ ン ・DTPア プリケー ションによって行い、そ

れ を誰 もが閲覧できるようにPDFフ ァイルへ変換 し、電子配信を行 うという流れ と

なる。

しかし紙文書か ら電子文書への業務変革の移行期である現在、このような最良の流

れに業務を移行することは難 しいことか ら、それぞれの特性を理解 した上で、次のよ

うなすみ分けを行 うべきであると考え られる。

3.3.1行 政文書分 野 にお け るSGMZL化 す べき点

閣議決定された 「行政情報化推進基本計画」 において、今後の行政文書はすべての

行政機関で交換が容易にできるようSGML,化 すべきであると定義されている。

【行政情報イ 遡 松 計画の要旨】(平成6年12月 閣議夫定/平 成9年12月 改定)

① 行政情報化の推進

● 行政情報の提供
・報道発表資料等の行政情報に関してインターネ ット発信を推進 し、国民か らの意見等 もインタ
ーネット受付を実施

・白書/年 次報告書等の行政情報に関してインターネ ット/CD-ROM等 の電子媒体での提供を推進

・各種統計情報の電子媒体での提供

・行政情報の提供促進を目指す 「クリアリングシステム(所 在案内システム)」の整備

● 申請 ・届出等手続きの電子化(24時 間対応 ・アクセスポイン ト拡大)

● 総合行政サービスシステムの実現(ワ ンス トップサービス)
・インターネットを利用した各種行政手続の実現(行 政手続案内、申請様式提供など)
・電子的アクセスポイントの設置(ex .郵便局)
・特定分野の手続に関して、関係機関とのオンライン化

● 調達手続(入 札等)、 歳入歳出事務の電子化(国 と民間との決裁手続の電子化)

2事 務 ・ の簡素化 ・ ヒ、行政運etiの高度化(り ん議 夫裁 システム ・行 DB)

● 文書管理システムの整備(文 書のライフサイクル ・文書間のリンクを含む)

・省庁内の文書管理システム化

・省庁間の文書交換(本 省庁/地 方部局/特 殊法人/地 方公共団体間も含む)

● 情報共有化の推進
・法令/通 達、白書/年 次報告書、統計情報などのデータベース化
・政策支援データベース等既存データベースのLAN活 用

・クリアリング機能(文 書所在案内)の 整備

●LANに よる業務効率化
・グループウェアの活用による共同作業化

・情報通信技術活用によるサテライ トオフィス勤務、在宅勤務に関する調査研究

● 各種許認可等に係るシステム間の連携 高度化(内 部管理業務の簡素化 ・効率化)

● 情報システムの運営管理に関する民間への外部委託(ア ウ トソーシング)

③ 行政情報化推進のための基盤整備
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●

●

●

●

●

●

●

庁内LAN整 備、霞ヶ関WANの 活用による総合的 ・広域的行政情報ネッ トワーク整備

オープンシステム化の推進(汎 用機 →クライアントサーバーシステム)

個人情報保護などセキュリティの充実

通信プロ トコル(TCP/ip)の 採用、電子行政文書のSGMLに よる標準化推進

申請 ・届出等の電子化手続を円滑とする共通的な記載事項の標準化

省庁内情報化推進体制の確立

電子文書の原本性、申請 ・手続等の個人 ・法人認証 手続オンライン実施のための

手数料納付方法に関する課題解決(lCカ ー ド/印 紙の代用方法 ・電子キャッシュ)

そ こでこの基本計画にもあるとお り、法令 ・通達、公報 ・広報、白書 ・年次報告書、

統計書といった行政情報をオープンにする種類の文書に関 して、今後文書作成するも

のについてはSGML化 すべきである。ただ単純 にこれ らの原稿データのみをSGML

化する ことでは この基本計画の目的である根本的な行政改革にはつなが らない。つま

りこれ らをまとめる経過となる検討過程の文書(各 自の意見や議事録等)に 関しても

SGML化 を図らなければな らない。

既存の紙文書社会では、議論の過程を見直 し、最終的に発表す る行政情報を年度末

の時期 に苦労 して取 りまとめるというアナ ログ的な作業を行ってきた。 しか し電子ネ

ッ トワーク時代の業務のあり方 とは、その議論の過程がデジタル コンテンツとして蓄

積 され、最終的な報告書 とは、その蓄積されたデジタルコンテ ンツが 自動的にまとめ

あげられ、年度末時期に苦労 しな くとも出力されるという姿でなくては意味がないの

である。

そ こで単に行政文書 をSGML化 するだけではなく、その文書 を整理 ・管理するた

めの文書管理システムのあ り方も併せて考慮 し、特定の担当者に頼 らな くとも、すべ

ての業務成果がSGML文 書管理システムの中に表現 されるよ うな管理体制を整備 し

な くてはな らない。

またSGML文 書ファイルを制作する際 既存のSGMLエ ディターでは、タグが

見えるな どワープロソフ トのようにレイアウ トを確認 しなが らの文書作成作業ができ

ないことか ら、文書作成種類ごとに専用の入力フォーマ ットをテ ンプ レー ト化 して文

書作成者に配布するか、前述の 「FrameMaker+SGML」 のよ うなSGMLと の

親和性に富んだDTPソ フ トによる文書作成を行 うことをお勧 めする。(こ の際にも

文書 フォーマッ トテ ンプレー トを付与すべきである。)

3.3.2行 政文書分野におけるPDF化 すべき点

PDF化 すべき文書分野 とは、すでにSGML的 な意識 を持たず に制作 された過去の

行政文書分野である。

人間がワープロ等 によって文書作成す る場合、次の2つ の判断をお こなっている。

その1つ は 「この行はタイ トル行である」「この行は日付行である」 という文書構造

に関する判断であ り、もう1つ は 「タイ トル行は目立たせるようにセ ンタ リングする」

「日付行は右詰す る」 という文書 レイアウ トに関する判断である。 この中で ワープロ
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文書というのは結果 として後者の文書 レイアウ トに関する判断の結果 しか見て取るこ

とはできない。

つまりワープロ文書 とは、それ を基 に誰かしらが文書構造に関する判断を加えな く

ては、SGML文 書に戻す ことは不可能である。また文書作成者が明確な ものは、そ

の人に文書構造判断をさせればSGML化 も可能であろうが 、見た 目では文書構造が

判断できないもので、 しかも10年 前に作成された文書が1000頁 もあるとすれば

SGML化 は多額の費用 をかけな くては不可能なものである。

過去の文書を これか ら構築 される文書管理 システムの ファイル形式 に合わせて

SGML化 する。 しか し今後利用する機会があまりないと考え られる文書まで、 この

ような多額な文書構造判断コス トをかけることは無意味である。そ こで このような文

書はPDFで レイアウ ト情報 も付加されたまま管理してお くことが得策であろう。

また情報化移行期の現在、電子文書化が進んでいるとはいわれて いるものの、中央

省庁や関係機関か らの通達文書は紙文書のものがまだまだ多い、また新聞 ・雑誌のよ

うに紙で しか存在 しない資料文書、そ してワープロファイルが既 に存在 しないワープ

ロ文書出力などに関 しても使用頻度や重要度が高いもの以外はPDFで 十分であろう

と考えられる。(こ れ らのよ うな文書分野を今回のイメージファイ リングシステムの

ターゲ ットと考える。)

そしてPDFの 利用範囲はこのような文書 ファイ リング分野に限 らず、行政文書の

電子配信の分野でも、その利用分野は期待できる。SGMLと は前述のとお りレイア

ウ ト情報を有 していない。つま りデザイ ン処理を行い、市民にとって理解 しやすいレ

イアウ トをDTPや ワープロ等で行った場合、すべての人がそのアプリケーションを

有 していないと考え られることか ら、それ をPDF変 換 して配信す ることは大きな意

味を持っている。
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4本 事業 におけるイメージファイ リングシステムの特徴 と活用方法

4.1本 イ メー ジフ ァイ リングシステムの特 徴

3章 において述べたとお り、本イメージファイ リングシステムのターゲ ットとは、

紙で しか存在 しない文書の電子文書化 にある。 しかもそれを特定の専用 システム ・ア

プ リケー ションの中でのみ利用できるだけではなく、インターネ ットやイ ン トラネ ッ

ト等の環境 においてマルチプラッ トフォームで移用できることを目標 としている。

そ こで次のような特徴を有 したシステムとなっている。

4.1.1PDFフ ァイル形式 の採 用

マルチプラッ トフォーム化 とPDFフ ァイルのデファク トスタンダー ド化の流れを

考慮すると、PDFフ ァイル以外 のファイル形式は考え られない。ファイル圧縮率の

面 も含め、電子配信 まで考慮 して も最適なファイル形式であるといえるであろう。

4.1.2PDF対 応文書管 理 システムの採用

これ までの文書管理 システムとは、大別すると次の2種 のものしか存在 しなかった。

① 全文検索エンジ ンをベースとしたプレー ンなTXTフ ァイルによる文書管理 シス

テム

文書構造や文書 レイアウ トを規定する属性を文書ファイルに含 まず、キー ワー ド

を指示することによりそれに該当する語句を含む文書箇所 を抽出 ・閲覧できる文

書管理システム(議 会の会議録検索 システム等/弊 社製品 「Vbices」)

②SGML文 書等に対応する文書構造まで管理可能な文書管理システム

SGML文 書等に対応した文書管理システムであり、例えば 「文書作成者が○○

氏の文書」 「タイ トル行に△△が含まれる文書」といった①よりも詳細な文書検

索指示が可能であり、しかも文書閲覧者ごとに閲覧可能な文書構造の階層範囲が

指示できるなど文書構造機能を十分に生かした発展的文書管理システム

一方、PDFフ ァイル による文書管理システム ・全文検索エンジンはこれ まで存在

しなか った。 しか しインターネッ トやイン トラネ ット上における文書管理が進展する

中で、NTTア ドバ ンステクノロジよりPDF対 応文書管理システム 「PDFManager

(UMXバVindowsNr)」 が発売され、 これによ りPDFフ ァイルをベースとした文

書管理 システムの可能 性が多いに広がったことか ら、今回はこのシステムコンセプ ト

をベースとして行政文書分野におけるPDFイ メージファイ リングシステムの開発に

着手することとした。

レイアウ ト情報を有すPDFフ ァイルであることから本イメージファイ リングシス
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テムは上記の① と② の中間に位置す る機能を有するものであると考え られる。ユー

ザーがWWWブ ラウザを利用 してイ ンターネッ トヘアクセスするような感覚で気軽 に

利用できるという 「PDFManager」 の主な機能 とは次の とお りである。

(A)文 書ファイ リング機能

業務で発生する各種文書データをPDFフ ァイル化 し、任意の作成する階層構造とそ

の中のフォルダで管理することが可能。(フ ォルダに関 しては運用体系や業務形態 に

合わせてユーザーが任意 に設定可能)

(B)ア クセス権限管理機能

フォルダ単位、ファイル単位にユーザーに対するアクセス権限が設定でき、業務や運

用にあわせ、ユーザー ごとやグループ ごとのアクセス権限が付与できる。

(C)文 書履歴管理機能(バ ージョン管理)

文書データに対する変更、更新情報をバージョン及び リビジ ョンにて管理する機能 を

有 してお り、最新の文書データを利用することはもちろん、古いバージョンの文書 の

参照や文書履歴に応 じた文書内容の変化 に関して閲覧することも可能。

(D)ワ ークフロー及びイベン ト通信機能

文書の共同編集や承認作業を行 う場合のワークフロー機能 を有 してお り、また文書の

更新 ・削除等が発生 した場合の任意ユーザーに対 して 自動通知発信を行 うイベ ント通

信機能 も有 している。

(E)イ ン トラネ ッ トシステムとしての機能

フォルダに登録されたPDF文 書 ファイルは特別な作業を必要とせずにインターネッ

ト ・イ ン トラネッ ト環境で検索 ・参照 ・ダウンロー ドが可能。 これによ りWEBサ イ

トでの管理が不要 とな り、システム運用 コス トが削減できる。またAcrobatに よる

PDF自 動生成機能を有することか ら各アプリケーシ ョンで作成 ・編集 された文書 を

PDF変 換することもでき、その他全文検索機能 による必要文書の抽出や文書ファイ

ルに対 して行われた参照 ・更新 ・削除等のアクション履歴 に関 して も管理することも

可能。
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PDFmanagerの 概 要

文 書 作 成 者 PDFmanager INTRANET
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・PDF(PortableDocumentFormat)
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(図)PDFManagerの 概 要
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PDFmanegerシ ス テ ム 図
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(図)PDFManagerシ ス テ ム 図
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4.1.3本 イ メー ジ フ ァイ リングシステ ムの活用 ・運用 分野

本 システムはPDFManagerの システム概要か らもわかるように、まずはSGML

化までの過渡期 として発生するワープロ等の文書アプリケーションによって制作 され

た文書ファイルの文書管理に対応可能である。そ して今回はOCR機 能 と合体させ る

ことか ら紙文書 として既 に存在する過去 の文書 をPDFフ ァイル化 して管理するとい

う分野まで対応分野を広 げることができる。

例えばその行政文書分野 とは次のような内容である。

(A)自 治体内部で過去に作成され、既 にファイルが存在 していない文書

ネ ッ トワーク型パ ソコン管理体系になる以前は、フロッピーディスクによる文

書管理が主流 となっていた。しかも行政文書は紙文書 として保管す るという規

定 しか示 されていなかった ことか ら、これ ら文書データは軽視され、異動時に

引き継がれていないケースが多い。そ こで これ ら紙文書の再電子データ化がこ

の分野である。

(B)中 央省庁か ら自治体 に提供される通達 ・告示文書

「行政 情報化推進基本計画」も中央省庁か らその整備 を始めるとはされている

が、ある一部分の文書分野のみ しかそれ らは進展 してお らず、地方 自治体 に対

す る通達 ・告示文書 に関しては、その多 くが未だに紙文書によって伝 えられて

いる。 しか しこれ ら文書を基 として各 自治体では自らの政策や法令 を整備する

ことか ら、自治体内部の文書が電子文書化 される中で、 この中央省庁か らの文

書が紙のままでは支障をきたす。そ こで この分野 においても対象 と考え られる。

(C)新 聞 ・雑誌等か ら抽出する資料文書

自らの自治体 に関 して紹介 された新聞 ・雑誌記事や行政運営上参考 となる新

聞 ・雑誌記事な どについて も、その後の活用や整理 ・保管 を考慮す ると電子的

な ファイ リングが必要不可欠である。(こ れまでの行政機関におけるイ メージ

ファイ リングシステムの利用分野はこの分野が主体であった。)そ こで単純な

イメージデータとしての保管のみではな く、その文書内容をデータ化 して文書

データ検索が容易な形態とすることや記事文書データと行政内部文書の リンク

を実現することは有効であると考え られる。
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5.イ メー ジフ ァイ リングシステ ム の概 要

5.1本 システムの特 徴

本システムでは、スキャナか ら取 り込んだイ メージファイルをOCRで テキス ト化

し、全文検索 を行 う。全文検索の長所 として、思いついた任意の用語で検索す ること

ができるが、短所として、意味は同 じで も資料が異表記で書かれていた場合や、OCR

で誤認識された場合に検索漏れが発生 して しまうという短所 もある。 この短所 を考慮

し、本システムでは同義 ・類義語 を集めたシソー ラス辞書、用語の一致度が指定でき

るあいまい検索 を取 り入れる事で、漏れの少ない高速全文検索が実現される。

5.2本 システムの機能

本システムは以下の3つ 機能に分けられる。

(1)イ メージ登 録

・ス キャナか ら資料 を読込 み、PDFフ ァイル を作成す る。

・OCRを 利 用 し、テキ ス ト化 を行 う。

(2)文 書登録

・テキス ト化 した文書を、高速検索する為の索引ファイルへ登録 を行 う。

・不要データを索引ファイルか ら削除す る。

・シソーラス辞書の不要語設定、ユーザ独 自の辞書の構築を行 う。

(3)検 索

・任 意 のキー ワー ドで全 文検索 を行 い、結果 を取得 す る。

・分類別 に資料 を閲覧す る。

・AcrobatReaderを 利 用 し、PDFフ ァイル を表示す る。

24.



5.3シ ステム全体 の流れ

5.3.1登 録処 理
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＼ PDF変 換
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(図)PDFフ ァイル 変換

5.3.2検 索 処 理
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※PDF表 示 にはAdobeAcrobatReaderを 使 用

(図)検 索処 理 フ ロー
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6

■6

6

イメージファイ リングシステムの機能

1イ メージ登録

1.1画 面遷移 図

データ入力画面

分類作成画面
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6.1.2メ イ ン画面

メイン画面では各処理画面の選択 を行 う。

登録 一メイン画面 Llロ1・
プア イル 処理

国国 團 週

ルデ ィ 〃

(1)メ ニュー機 能

レ ァイル

1終了 イメージ登録プ・グラムを終了1

|処理

スキャナ入力 「スキャナ入力」画面を表示

データ入力 「データ入力」画面を表示

分類作成 「分類作成」ダイアログ画面 を表示
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(2)ボ タン機能

圏 「スキャナ入力」画面を表示

国 「データ入力」画面を表示

圏 「分類作成」ダイア・グ画面を表示

週 イメージ登録プログラムを終了

6.1.3ス キ ャナ入力画面

スキャナ入力画面では、1文 書単位 に複数のイメージを読込み、ファイルへ保存する。

口
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(1)メ ニ ュー機能

1フ ァイル

保存 1文 書分のイ メージファイルを保存

終了 イメージ登録プログラムを終了

1ス キャナ

1スキャナ入力
スキャナからイメージの読込み1

1雛
90。 回転 表示中の画像を90。 回転

180。 回 転 表示中の画像を180。 回転

削除 表示中の画像を削除

1表示

次画像 次の画像を表示

前画像 前の画像を表示

メイ ン画面 「メイ ン」画面を表示

データ入力画面 「データ入力」画面を表示
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(2)ボ タン機能

国
璽

口

回

国

国

団

団

スキャナか らイメージの読込み

表示中の画像 を90。 回転

表示中の画像を180。 回転

表示中の画像を削除

1文 書分のイメージファイルを保存

次の画像を表示

前の画像を表示

「メイ ン」画面を表示
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6.1.4デ ー タ入 力画面

スキャナ画面で読込んだイメージファイル にタイ トル等の書誌情報を付加する。この

際、要旨欄は画像データから指定 された範囲を文字認識 し、入力することが可能。

登録一データ入力画面1」 ロ1×

プアイル 編集 表示

田 園 幽 国国 田 圃 回

画像

分類:ll↓1

日付:[==コ 年[=コ 月[=]日

::1ル=ll

ぬ 「▽rレZ

(1)メ ニ ュー機 能

1フ ァイル

保存 書誌情報を保存

終了 イメージ登録プログラムを終 了

1編集

文字認識 選択した部分を文字認識し要旨欄に張付け

データ削除 表示中の文書を削除

分類作成 「分類作成」ダイアログ画面を表示

巳示
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次画像 次の画像を表示

前画像 前の画像を表示

次文書 次の文書を表示

前文書 前の文書を表示

メイ ン画面 「メイン」画面を表示

スキャナ入力画面 「スキャナ入力」画面 を表示

全データ表示 イメージ登録された全データを表示

未入力データ表示 データ入力されていないデータを表示

入力済データ表示 データ入力されたデータを表示

(2)ボ タン機能

国 選択した部分を文字識 し獅 に張付け

團 表示中の文書を削除

副 ・文書分のイメージファイルを保存

圏 次の画像を表示

目 前の画像を表示

田 次の文書を表示

目 前の文書を表示

国 「メイン」画面を表示
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6.1.5分 類作成ダイアログ画面

データ入力で選択する分類の追加、修正、削除を行 う。

lX× × × ×X× 室

働
口
≡

× ×x× × 室

x×x× 課

× × ×x× 課

璽]分 類を新規に追加

口 ≡]選 択中の分類名を変更

[削 除一]選 択中の分類を削除(分類内にデータが存在する場合は削除不可)
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6.2文 書登 録

6.2.1画 面 遷 移 図

TOP画 面

検索画面

分類別一覧

削除画面

シソーラス辞書

展開画面

辞書 メンテナンス

メニュー画面

検索結果一覧

削除画面

システムカスタマイズ辞書

不要語削除画面

PDF表 示画面
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ユーザ辞書

新規作成画面

ユーザ辞書修正

メニュー画面

ユーザ辞書

削除画面

ユーザ辞書

一覧画面

ユーザ辞書

グループ追加画面

ユーザ辞書

グループ削除画面

ユーザ辞書

グループ内用語

修正画面

ユーザ辞書
一覧参照画面
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6.2.2TOP画 面

TOP画 面では、各処理の選択を行 う。

(1)ボ タ ン ・選択 機能

(蓮i)・ 「索引作成メニュー」画面を表示

辞書 メンテナンス:「 辞書メンテナンスメニュー」画面を表示
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6.2.3索 引 メニ ュ ー 画 面

索引ファイルへの追加登録 ・削除 を行 う。追加登録は、ボタンを押下するとデータ入

力まで終了しているデータを自動的に登録し、PDFフ ァイルを作成する。

(1)ボ タ ン ・選択 機能

團 ・データ入力されたデータを索引ファイルへ追加登録

文書の削除

TOP画 面へ戻 る

「検索」画面 を表示。

索引ファイルへ登録 された特定文書を削除

「TOP」 画面を表示
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6.2.4検 索 画 面

削除する文書を分翻lj、 又は、キー ワー ド検索で絞込みを行 う。検索画面の機能 につ

いては、6.3.3検 索画面を参照とす る。

6.2.5類 別 一覧 削除画面

分鋤1」にタイ トルが左側 フレームに表示され、タイ トルの前にチェックされたデータ

について削除を行 う。左側 フレームのタイ トル を選択すると右側 フレームに書誌情報

が表示される。

頒

A

ロ ー 一 ◆ ◆

口 ・ ・ 一 ・

口 ◆ ◆ 一 一 ◆

B

ロ ー 一 ・ ◆

◆◆◆

◆◆◆◆■◆◆

口

c

口

口 ◆ 　 　 ・

◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆

口

D

口

口 ー ー

ロ ー ◆ ・ ・

口 ◆ ◆ 一 一 ・

削除実行

日 付:× × × × 年 × × 月k×B

タ イ トル:× × × × × × × × × ×xx

圏
〉〈〉〈 × 〉〈 × × × 〉く × × × × × × × × × × ×X× ×

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × × × × × ×X× × × × ×

× × × × ×X× × × × × × × × × ×X× × × × ×

× × × × × × × × × × × × × × ×X

× × × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × × × × × × × × ×X× ×

× ×

× × × × × × × × × × ×X× × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × ×

要旨

(1)ボ タ ン ・選択機 能

削除実行 :チ ェックされたデータを削除

團 PDFフ ァイ ル をAcrobatReaderに て 表 示
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6.2.6シ ソー ラス辞書 展 開画 面

シソーラス辞書か ら同義 ・類義語 を展開し、表示する。検索か らはずす用語にチェッ

クし検索実行することで、検索のノイズ を減 らす効果がある。シソーラス辞書展開画

面の機能については、6.3.5シ ソーラス辞書展開画面を参照とす る。

6.2.7検 索結果 一覧削 除画面

検索条件に一致 した文書のタイ トルが左側 フレームに表示 され、タイ トルの前にチェ

ックされたデータについて削除を行 う。左側 フレームのタイ トルを選択すると右側フ

レームに書誌情報が表示される。

HIT件 数 ×x件

口 ・ ◆ ・ ・ ◆ ◆

口 ◆ ・ ◆ ・ ・

口 ◆ ◆ ◆ ◆ …

口 ・ ◆ ◆ ◆ ・ ◆

口 ・ ・ ◆

口 ◆ ◆ ◆ ・ ・ ◆ ・

口 ・ 一 一 ◆

口 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

口 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

ロ ー ◆ ◆

口 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

口 … ◆ ◆ ・ ・

削除実行

日 付:× × × × 年 × × 月x× 日

タ イ トル=× × × ×x× × × × × × ×

圏
×X× × × ×X× ×X× × × × × × × × × × × ×

× ×XX× × × × 〉く × × × ×X× × × × × × × ×

× × × × × × × ×X× × × × × × × × × × × ×

XXX× × × × × × ×X× × × × × × ×X× ×

× × × × × × ×X× × × × × × × × × ×

× × × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×X×

×X

X×XXXXX×X× × × × ×X× × × ×X×

× × × × × × × × × × × × × × × × ×X× ×X×

×XX× × × × × × × × × ×

要 旨
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(2)ボ タ ン ・選択機 能

1削除実行1
チェックされたデータを削除

園PDFフ ァイル をAcr・b・tRe・derに て表示

6.2.8辞 書 メ ンテナ ンス メニ ュー画 面

シソーラス辞書には2種 類あり、本システムではこれを 「システム辞書」 「ユーザ辞

書」 と記述する。システム辞書 とは、本システムに組込 まれた提供辞書を言 い、ユー

ザ辞書 とは、ユーザが独自に作成する辞書を言 う。

(1)ボ タ ン ・選択機 能

不要語の削除 「システムカスタマイズ辞書不要語削除」画面を表示

働 「ユーザ辞書新規作成」画面を表示
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國 ・ 「ユーザ辞書修正メニュー画 面を表示

医 書の削除1・ 「ユーザ鰭 削除」画面を表示

[塞 司 ・ 「ユーザ轄 一覧」画面を表示

TOP画 面へ戻る:「TOP」 画面 を表示

6.2.9シ ステムカスタマイズ辞書不要語登録画面

システム辞書か ら、検索に不要な用語を登録する。 この登録する辞書を 「システムカ

スタマイズ辞書」 と言 う。不要語が含 まれるグループを参照す る為の用語入力し、展

開された用語一覧か ら不要語 をチェックし登録する。

更新するグループに含まれ る用語

一
[了解][三]_

画面1用 語入力

(1)ボ タ ン ・選 択機能

陸]・ 画面2不 要吾吾登録画面を表示

極]・ 画面を初期状態に戻す

メニ ューへ 戻る:「 辞書 メ ンテナ ンスメニ ュー」画 面 を表 示
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[取消]一 一

画面2不 要語登録画面

.(1)ボ タン ・選択機能

登録実行:チ ェックされた用語をシステムカスタマイズ辞書へ登録

圏 ・画面を初期状態に戻す

前ページへ戻る:画 面1用 語入力画面を表示

メニ ューへ 戻 る 「辞書メンテナンスメニュー」画面を表示
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6.2.10ユ ーザ辞書新規作成画面

ユーザ辞書 ファイルを新規に作成。ユーザ辞書 は最大15個 までを作成可能 とする

[亟亘]一

(1)ボ タ ン ・選択 機能

魎:ユ ーザ辞書ファイルを作成し、「ユーザ辞書修正グループ追加」
画面を表示

囲 ・画面を初期状態に戻す

メニ ューへ戻 る:「 辞書 メ ンテナ ンスメニ ュー 」画面 を表 示
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6.2.11ユ ーザ辞 書修正 メニ ュー画面

作 成 したユー ザ辞書 へ登録 、削除 、修正 を行 う。

修正するユーザ辞書プァイル

ll↓1

1グ ルつ の追加llグ ルつ の削6余llグ ルづ 内膳 の修正1一

グループの追加:「 ユーザ辞書修正グループ追加」画面を表示

グループの削除:「 ユーザ辞書修正グループ削除」画面を表示

グループ内用語の修正:「 ユーザ辞書修正グループ内用語修正」画面 を表示

メニューへ戻る:「 辞書メンテナンスメニュー」画面を表示
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6.2.12ユ ーザ辞書修正グループ追加画面

ユーザ辞書ヘグループの追加 を行 う。追加後、画面が初期状態 に戻 り、繰返 しグルー

プを追加することが可能。

辞書 ファイル名

グループ

× × × × × × × × × × ×X

－へ 一
追加実行

一 傷

㊥
一 一

(1)ボ タ ン ・選択 機能

国 運 ・ユーザ辞書ヘグループの追加登録

國 ・画面を初期状態に戻す

ユーザ辞書修正メニュー画面に戻る:「 ユーザ辞書修正メニュー」画面を表示

メニューへ戻る:「 辞書メンテナンスメニュー」画面を表示
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6.2.13ユ ーザ辞書修正グループ削除画面

ユーザ辞書か らグループを削除す る。削除するグループに含 まれる用語 を入力し、展

開された結果から削除す るグループ番号を選択 し削除する。

画面1用 語入力

辞書 プァイル名 ×××× ××××××××

削除す るグル ープに含 まれ る用語

ll

[玉 コ[亟 コ[玉璽iヨ
ユV・Lザ辞書修正 メニュー一画面へ戻る2一

(1)ボ タ ン ・選択 機能

陸]・ 画面2削 除画面を表示

遍]・ 画面を初期状態に戻す

[一覧表示]・ 「ユーザ鰭 覧参照」画面を表示し註

ユーザ辞書修正メニュー画面 に戻る:「 ユーザ辞書修正 メニュー」画面を表示

メニューへ戻る:「 辞書 メンテナンスメニュー」画面を表示
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辞 書 フ ァ イ ル 名 × × × × × × × × ×x× ×

削除す るグループ

1↓1

[了 解]前 べ一・・へー 一

画面2削 除画面

(1)ボ タン ・選択機 能

匡i]ぽ 択されたグループをユーザ辞書力・ら削除

前ページへ戻る:画 面1用 語入力画面を表示

メニューへ戻る:「 辞書メンテナンスメニュー」画面を表示
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6.2.14ユ ーザ辞書修正グループ内用語修正画面

ユーザ辞書のグループへ用語の追加、削除を行 う。修正するグループに含 まれ る用語

を入力 し、展開された結果か ら、グループ内の修正を行 う。

辞書 プァイル名 ×××××××× ××××

修正す るグル ープに含 まれる用語

ll

[=垂コ[亟 コ[三題]
ユーザ辞書修正 メニュー画面へ戻る 一

画面1用 語入力

(1)ボ タン ・選択機能

[型 ・画面2修 正画面を表示

廟 ・画面を初期状態に戻す

[き 璽]・ 「ユーザ鰭 一覧参照繭 面を表示しまれ

ユーザ辞書修正 メニュー画面に戻る:「 ユーザ辞書修正 メニュー」画面 を表示

メニューへ戻る:「 辞書メンテナンスメニュー」画面を表示
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削
口
江
江
口
江
口
江
口

画面2修 正画面

(1)ボ タン ・選択機能

匝魎:グ ループから用語を削除

圏:グ ループへ用語を追加

前ページへ戻る:画 面1用 語入力画面を表示

メニューへ戻る:「 辞書メンテナンスメニュー」画面を表示
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6.2.15ユ ーザ辞 書削 除画 面

選 択 されたユー ザ辞書 フ ァイル を削除す る。

削除するユーザ辞書プァイル

[了解]一

(1)ボ タ ン ・選択機 能

[璽1:グ ループから用語を削除

メニューへ戻る:「 辞書メンテナンスメニュー」画面を表示

6.2.16ユ ーザ辞書一覧参照画面

選択されたユーザ辞書 ファイルへ登録 されている用語 を一覧表示す る。

一覧表示す るユーザ辞書 ファ・イル

[了解]一

画面1辞 書名選択
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(1)ボ タ ン ・選 択機 能

圏 ・画面2参 照画面を表示

メニューへ戻 る:「 辞書 メ ンテ ナ ンス メニ ュー」画 面 を表示

亘 語

画面2参 照画面

(1)ボ タン ・選択機能

前ページへ戻る:画 面1辞 書名入力画面を表示

メニューへ戻る:「 辞書メンテナンスメニュー」画面を表示
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6.3文 書 検 索

6.3.1画 面 遷 移 図

TOP画 面

検索画面

分類別一覧

表示画面

シ ソー ラス辞 書

展 開画 面

検索結果一覧

表示画面

「-

AdobeAcrobatReader

ダ ウ ン ロ ー ドホ ー ム ペ ー ジ

PDF表 示 画 面
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6.3.2TOP画 面

TOP画 面 で は、 各処 理 の選 択 を行 う。

イメージフ ァイ リング システム

イ メー ジ フ ァイル の 表 示 に は 、AcrobatReaderが 必 要 で す 。

Ad。beの ホ ー ムペ ー ジか らダ ウ ン ロー ドして くだ さ い。

慧『6}tl瓢

(1)ボ タ ン ・選 択 機 能

⑧ 「検 索」 画 面 を表 示

Pぷ 鹸 醐 ギ
Adobe甑 細

AdobeAcrobatReaderダ ウ ン ロ ー ド の ホ ー ム

ペ ー ジ を 表 示 ホ ー ム ペ ー ジ の 内 容 に 従 い 、

AcrobatReaderの イ ン ス トー ル を 行 う 。
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6.3.3検 索 画 面

閲覧 す る資 料 を分 類別 、又 は、 キ ー ワー ド検 索で 絞込 み を行 う。 キ ー ワー

ド検 索 は更 に資 料 が 作成 され た 日付 で絞 込 む こ とが 可能 。

頒

◎ 全 分類

OA

OB

OC

OD

OE

OF

OG

1分 類別に赫l

Topr面 へ 一

検索条件

日付[=コ 年口 月口 口～[=コ 年口 月口 口

検索対象:日 夕イ トル ロ 要旨

キー ワー ド 辞書展開

口

口

[コ

口

口

検索式1 1[画[亟]

オプシ ョン(要旨の検索のみ有効)

あいまい検索1 1↓1

HITし た頻度の高い順に並べ る 口

検索実行 [辞書展開][=極=コ

(1)ボ タ ン ・選 択機 能

・右側 フ レー ム

分 類別 に表 示:「 分類 別 一 覧表 示 」 画面 を表 示

TOP画 面 へ 戻 る:TOP画 面 を表 示
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・左側 フ レー ム

AND:検 索 式 をAND条 件 で 自動 挿入

OR:検 索 式 をOR条 件 で 自動 挿 入

検 索実 行:入 力 され た 条件 で 検 索 を行 い、 「検 索結 果 一 覧表 示 」 画

面 を表示

辞書 展 開:辞 書 展 開 に チ ェ ック され たキ ー ワー ドの展 開用 語 を シ

ソー ラス辞 書 か ら取 得 し、 「シ ソー ラス辞 書 展 開」 画 面

を表示

取 消:画 面 を初 期 状態 へ 戻 す

(2)入 力項 目

日付:資 料 の作 成 され た 日付

タイ トル/要 旨:検 索対 象 とす る項 目をチ ェ ックす る。両 方対 象 と

した 場合 はOR条 件 とす る。

キ ー ワー ド:タ イ トル 又 は 、要 旨 に含 まれ る用語 を入 力

辞 書展 開:チ ェ ックされ た キ ー ワー ドの同義 ・類 義語 を シ ソー ラス

辞書 か ら取 得 し、展 開 され た用 語 を含 め て検 索 す る。

検 索 式:複 数 キー ワー ドを入 力 した 場合 の 条件 を入 力

あい ま い検 索:要 旨の検 索 のみ 有 効 。キ ー ワー ドの 一致 度 を選 択 す

る。

HITし た頻 度 の高 い順 に並 べ る:チ ェ ック され た 場合 は、HIT率 の

高 い文 書 の順 に結果 表 示 す る。
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6.3.4分 類 別 一 覧 表 示 画 面

分 類 別 にタ イ トルが 左 側 フ レー ム に表 示 され る。 左 側 フ レー ム の タイ トル

を選 択 す る と右 側 フ レー ム に書誌 情 報 が表 示 され る。

A

B

D

検索画面へ戻灸

日 付 × × × × 年 × × 月 × × 日

タ イ トル:× × ×x× × × × × × × ×

要旨

(1)ボ タ ン ・選 択機 能

1';PDFフ ァ イ ル をAcrobatReaderに て 表 示

検 索 画 面 に戻 る:「 検 索 」画 面 を表 示

57



6.3.5シ ソ ー ラ ス 辞 書 展 開 画 面

検 索画 面で 入 力 され た キ ー ワー ドの 同義 ・類 義 語 を シ ソー ラス辞 書 か ら取

得 し表 示す る。検 索 か らはず す用 語 にチ ェ ック し検 索実 行 す る ことで 、検

索 ノイ ズ を減 らす 効果 が あ る。

日付:× ×× × ～ ×× ××

検索対象:タ イ トル 要 旨

検索式:a*b

オプシ ョン=あ い まい検索60%HITし た頻度 の高い順 に並べ る

検索キー ワー ド 展開用語 検索無効

一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一

_______」L口__

口一 ー ー ー 一 一 一 一 ー ー 一

口一 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一

口一 一 一 一 ー ー 一 一 ー 一 一

口一 一 ー 一'一 一 ー ー 一__

_______⊥ 口__

口一 一 一 一 一 一 一 一___

口ー ー ー ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー 一 一

一 一 ー ー ー ー ー ー ー 一 一

口一 一 一 一 一 一 ー ー ー ー 一

口

検索実行 [亟 亘コ 壁画⊇

(1)ボ タ ン ・選 択 機 能

1検索実行1

㊥

検 索 画面 、 シソー ラス辞 書展 開画 面 にて 入力 され た 条

件 で検 索 を行 い、 「検 索 結果 一 覧 表 示」 画 面 を表示

画面 を初期状態 に戻す

検索画面へ戻る 「検 索 」画 面 を表 示
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6.3.6検 索 結 果 一 覧 画 面

検 索条 件 に一致 した 文書 の タイ トル が 左側 フ レーム に表示 され る。左 側 フ
・レー ム の タイ トル を選 択 す る と右 側 フ レー ム に書 誌 情 報 が表 示 され る。

HIT件 数 × ×件

検索画面へ戻る

日付 × × × ×'年 × × 月 × × 日

タ イ トル

劇
× × × × × × × × × × × × ×X× × ×X× × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × × × × × × ×X× × × × × × × ×

× × ×X× × × × ×X× × × ×XX×X×X× × × × ×

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

×

× × × × × × × × ×

× × × ×X× × × × × ×X× × × × × ×X× ×XXX

× ×XXXXX× × × × × × × × × × × × × ×X× ×X

(1)ボ タ ン ・選 択 機 能

團 PDFフ ァ イ ル をAcrobatReaderに て 表 示

検 索 画面 に戻 る:「 検 索」 画 面 を表 示
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7本 事業開発によるイメージファイ リングシステムの効果的な運用

7.1本 イメージファイ リングシステムの運用方法

イメージファイ リングシステムの特長は、シソーラス辞書の採用による高い検索性

にある。そこで運用方法の想定 も含め、このシソーラス辞書の機能概要紹介 を行う。

7.1.1シ ソー ラス 辞 書

キーワー ド検索のポイ ントは検索漏れをなくす点にある。例えば 「自動車」に関す

るキーワー ド検索を行 う場合、単純検索では検索対象から 「自動車」 という言葉が含

まれる文書のみを抽出してくる。 しかし 「自動車」を表現する言葉は、これ以外 にも

「車 ・クルマ ・カー」等多数存在する。(表 「シソーラス辞書基本語サンプル」参照)

文書検索者はこれ ら他のキーワー ドも含めて 「自動車」全般 に関わる文書の検索 ・

抽出を希望するはずである。そ こで これ ら複数語の意味的な関連性を示 し、それ ら語

句をリンクさせる 「シソーラス辞書」が文書検索システムの機能としては必要不可欠

であることか ら、今回開発のイメージファイ リングシステムでは5.8万 語のシソー

ラス辞書を搭載している。

シソーラス辞書基本語サンプル

自動車 L.A.

オートモービル LA

オートモビル ロサンジェルス

カ ー ロサンゼルス

クルマ ロス

モ ー ター カー ロスアンジェルス

モ ー ター カー ロスアンゼルス

車 編
通信販売 体育館

唖 ジムナジウム

カタログ販売 ジム

メー ル ・オ ー ダ ー ギムナジウム

メールオーダー 屋内運動場

カタログ・ショッピング 屋内体操場

カタログショッピング 室内運動場

アメリカ

アメリカ合衆国 LBO

合衆国 レバ レッジ ド・バ イ・ア ウ ト

米国 レバレッジドバイアウト

米 レベ レッジ ド・バ イ ・ア ウ ト

亜米利加 レベレッジドバイアウト

∪.S. 会社転がし

US 買収先の資産を担保にした融資による買収

U.S.A. 買収先企業の資産を担保にした買収

USA
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7.1.2シ ソー ラス辞書の構成

今回のシステムのシソー ラス辞書構成は、以下のようになっている。

一 書丁 システムシソーラス舌辛書 ■ 翼 翼 二;遵

システムシソーラス辞書 一[㌶ ㌻;璽

7.1.3シ ソー ラス辞書 の内容

● システムシソー ラス辞書(こ の辞書はユーザー修正できない。)

システム シソー ラス辞書は次の二つ に大別 される。検索 システムではこの辞書を

自由に組み合わせて利用することが可能。
・基本用語シソーラス辞書

基本普通名詞(一 般 文書、報告書、新聞、雑誌などでよく利用され るシソー ラス)

と一般語(技 術一般、ビジネスー般 、地名のシソーラス)を 集 めた辞書。

基本用語シソーラス辞書は、一つのファイルとして提供され る。

・専門用語シソー ラス辞書

専門分野別にシソーラスを集めた辞書。ジャンル毎(※)に 辞書 ファイルは別々

となっている。

※専門用語シソーラス辞書(14ジ ャンル)

経済 ・法令 ・公共用語/企 業名/機 関 ・団体 ・学校名/化 学 ・石油工業

用語/電 力エネルギー用語/食 品用語/資 材用語/非 鉄 ・金属用語/コ ンヒ.

ユ一夕・情報 ・通信用語/自 動車用語/機 械用語/土 木建築用語/医 学 ・薬

学用語/時 事 ・スホ.一ツ・芸能 ・放送用語

●ユーザーシソーラス辞書:ユ ーザーが辞書の内容を定義す る辞書。
・システムカスタマイズ辞書

システムシソーラス辞書から削除したい用語を定義する辞書。

この辞書を利用することで論理的にシステムシソーラス辞書か ら用語 を削除する

ことが可能。システムカスタマイズ辞書はシステム内で1つ のファイルとして構

築可能。
・ユーザーコンテンツ辞書

ユーザー独 自の用語を定義する辞書。
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ユーザーコンテンツ辞書は用途に合わせて最大15個 まで同時に利用することが

可能。

7.1.4シ ステム シソー ラス辞 書 とユーザ ー シソー ラス辞書 の関係

● システムシソーラス辞書 とシステムカスタマイズ辞書

システムカスタマイズ辞書には、システムシソーラス辞書の特定のグループか ら削

除する用語が記述されている。システム シソーラス辞書アクセスAPIは 、システ

ムシソーラス辞書の用語の展開を行う際にシステムカスタマイズ辞書に削除用語が

記述 されていれば、その用語は展開されない。

(例)

この例 では、 システム シソー ラス辞書 に 「警察 」、 「ポ リス」 、 「刑事」が1つ の

グルー プ として登録 されて いる。また、システムカス タマイ ズ辞 書 には、 「ポ リス」

を削除せ よ とい う情報が記述 され て いる。 この とき、 システ ム シソー ラス辞書 アク

セスAPIを 利用 し、キー ワー ド 「警察」 で用語 の展開 を行 うと、結果 と して 「警

察」 「刑事」 を得 る ことがで きる。

警察→

警察←
刑事
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●システムカスタマイズ辞書を利用するときの留意点

・ システムカスタマイズ辞書に用語が記述 されているとき、システムシソー ラ

ス辞書の扱いは当該用語がない場合と全 く同じです。たとえば上の例では、シス

テムシソーラス辞書に 「ポ リス」が記述されていない こととまったく同じです。

・ システムシソー ラス辞書の用語展開時にシステムカスタマイズ辞書を参照す

るか どうかは、システムシソー ラス辞書アクセスAPIの パ ラメータで指定す るこ

とができます。

● システムシソーラス辞書とユーザーコンテンツ辞書

システムシソー ラス辞書 とユーザーコンテ ンツ辞書は互いに独立 した関係にある。

そこでアクセスAPIも それぞれ別のものが用意されている。ユーザーコンテン

ツ辞書の利用法はアプリケーションプログラムで 自由にア レンジすることができ

る。例えば、同じキーワー ドでシステムシソーラス辞書 とユーザーコンテ ンツ辞

書から用語を展開 し、双方の用語を足し合わせた り、ユーザーコンテンツ辞書の

用語 をシステムシソーラス辞書よ り優先 して取出すな どの利用の仕方が考えられ

る。

(例)

この例 では、 「お金」をキー ワー ドに してユーザー コ ンテ ンツ辞 書か らは 「お金」、

「現 ナマ」 を求 めてい ます。 この後 、 この用語 を どう利用す るか はアプ リケー シ

ョンで 自由にア レンジす る ことがで きます。

お金

お金

ア ユ
ク|
セ ザ
スI
Aコ
Pン
1テ

ン
ツ
辞
書

　

'

一 、
＼ ノレ

←

)　
お金

現ナマ

＼ こ ノ

ユーザーコンテンツ辞書

4
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7.2本 イ メージ フ ァイ リング システムの運用 の姿

行政機関における文書 とは各部門ごとに発生し、文書による業務運営という側面か

ら考えるとその対象分野は多岐にわたっている。例えばその中で議会事務局を想定す

るだけでも本イメージファイ リングシステムで管理すべき文書分野は次のようなもの

となる。

まずは本会議開催 の際、最初に発生する文書が議案書である。この議案書は、本会

議で議論される議題 として提出されるものであ り、各議題の詳細内容が記載されてお

り、議員をは じめとする関係者 に配布される。これ らは開催 ごとに作成されるもので

あるが、その量は膨大な ものとなる。

また議案書とは、その内容が議会 において議論をなされ、議決され、最終的には条

例の制定や事業の計画 ・実施 とその後の行動を起 こすための第一歩の文書であるとい

える。 しかしこれまでの紙文書による議会事務 とは、これ ら審議案 件の過程に関する

文書が リンクした形で保管 ・管理 されてお らず、情報公開法によって議案の審議過程

とその結果や行政活動を公表 して欲 しいという市民の請求があった としても、その公

表までに時間がかかることもいた しかたないことだろう。 しかし情報公開のニーズが

高まり、しかも議会事務の効率化を目指すのであれば、これ ら文書を電子的に リンク

させた形式で管理 しなければ行政改革は実現できないものである。

～イメージファイ リング導入前～

議 案 上 程 ・ 関 係 資 料 調 査 依 頼

畢
紙 の 関 連 資 料 か ら 調 査 を 行 う

ベテラン職員の記憶に頼 りなが ら、調査 を行 う

ベテラン職員が存在 しない場合、調査期間に数 日を要する場合 もある
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～イ メー ジフ ァイ リング導入後～

程 ・関 係 資 料 調 査 依 頼

早

ベテラン職員の有無に関わらず、提出日時、内容等か ら検索を実行する

ことにより、調査資料を検索することが可能となる

しか も議題には 「条例 の制定/改 定」 「意見書 ・請願書 ・陳情書の提出」などの関

連文書が付されることが多い。これに関 しても現状においては各々別々に管理されて

お り、紙文書によるアナログ的管理体制ではその リンクの状況を具体的に見て取るこ

とはできない。そ こで これ ら議案過程と共に、関連する文書に関 して もリンクをさせ、

総合的な文書管理及び文書検索を可能とすることが本システムの目的であるといえる

であろう。

そ こで本項では、議会事務局における本イメージファイ リングシステムの運用を

「条例の制定/改 定」 「意見書 ・請願書 ・陳情書の提出」の2点 を対象として、その

利用方法を検討するとともに、行政機関における本イメージファイリングシステムに

最適 と思われる文書データの事例を挙げてみることとする。

7.3本 イメージファイ リングシステムの運用分野

7.3.1条 例 の制定/改 定

地方 自治体 にお ける条例の制定/改 定 にあたっては、首長名 にて議会に議案書が

上程される。 この議案 は議会審議が行われ議決後 に施行される。議案提出か ら施行ま

での間、各種文書の電子的な リンクや対比が不可能な現状においては、関係者は旧条

例の内容確認や新条例の修正等にかなりの時間をさくことになる。また実際には在職

期間の長い職員の記憶 に頼っていることが多分に多く、異動 ・退職等によ りその職員

が存在 しな くなる可能 性か ら考慮 して も、文書管理 システムの整備を関連情報の リン

クも含めて行い、特定の担当者に頼 らな くともこれら作業がスムーズに進行できるシ

ステム構築を行わなければな らない。そ こで本イメージファイ リングシステムを有効

に活用することにより、過去の記憶 を持たない職員であっても必要な情報を引き出し、

その過程や背景を理解す ることが容易に可能 となり、事務の効率化は格段に向上する
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もの考 え られ る。

7.3.2意 見書 ・請願書 ・陳情書

議会では、地方 自治体が都道府県へ提出す る意見書 ・決議書、議員の紹介 によ り

提出される請願書、住民か ら議長に対 して提出される陳 情書等の書類が議案 に付され、

議会審議が行われる。

過去に提出された意見書 ・決議書、請願書 ・陳情書を調査す る際も、文書管理が

なされていない現状の多くは、やは り条例のケースと同様に、在職期間の長い職員の

記憶に頼っていることが多分に多 く、異動 ・退職等によ りその職員が存在 しな くなる

可能性を考慮すると本イメージファイ リングシステムの導入が有効になると考 えられ

る。

7.3.3そ の他の行政文書分野における本 システムの活用

(A)地 図情報

行政機関における管理情報として大量に存在するに 「地図情報」 も考え られる。

公共工事の施工場所 に関する管理データや公共施設等の記された地図も本イメージフ

ァイリングシステムの対象分野 と考え られる。 これ らも現状は紙による図面 として保

管がなされてお り、その保管スペースや情報検索性から考慮するとイメージデータか

が必要不可欠であると考え られる。

なお図面データに関 してはCADシ ステム等によって作画 されているものが多い

が、このCADデ ータであってもPDFフ ァイル化は容易な ものであり、少ないデー

タ容量によってデータ保管力河 能である。

またこれまでの行政機関における地図情報管理の問題点 とは、各々の部門ごと別々

にファイル管理がなされていた という点である。例えば災害発生時の緊急対策 を地図

情報をベースとして行お うとする場合においても、河川に関 しては建設局河川課、国

道に関しては建設局道路管理課、鉄道に関しては運輸局、水道管に関 しては水道局、

消防署所在地に関しては消防局な ど、別々の地図管理がなされていた。本イメージフ

ァイ リングシステムでは、1つ の地図をベースとして、 これ ら防災関連管理情報を階

層的にリンクさせ、複合的な判断が可能な文書管理システムが構築可能である。

また地域再開発工事、拡幅工事な どの現在の施工場所の検 索や工事終了期 日を検

索することや これまで膨大なデータ量 を要する地図情報を利用 して作成 していた公共

施設の案内文書の作成や管理情報も本イメージファイ リングシステムにおいて複合的

に管理することが可能 となる。

(B)新 聞 ・雑誌記事

毎 日発表され、追加 ・更新が必要 となる新聞 ・雑誌記事に関 して も本イ メー ジフ

ァイ リングシステムは有効な ものである。従来のイメージファイ リングシステムでは

新聞名 ・雑誌名、見出 しをイ ンデックスとして付与 し、それをキーワー ドとして検索
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するまでの機能にとどまっていたが、本イメージファイ リングシステムでは記事内容

までもOCRに より文書データ化するこも可能であ り、 これ らの記事の蓄積によ り新

聞社、雑誌社のデータベースに匹敵するものとして記事データベースを構築すること

が可能 となる。

新聞記事 の切抜をファイ リングする作業については毎 日2～3時 間要 している自

治体もあ り、本イメージファイ リングシステムの導入の際には、大幅に作業時間の短

縮も可能であ り、しか もその時間内に記事内容の文書データ化 まで可能 とな り、大き

な成果が期待できるものと考え られ る。(し かもイン トラネ ッ トを利用 して、それ ら

記事内容は全庁的に電子配信することも可能となる。)

(C)指 名参加願等の申請 ・届出書式

前述のアメリカにおける 「フォーム」機能による申請届出様式の電子配信 と電子的

な申請 ・届出受付とその申請内容に関するデータ管理 という面について も、本イメー

ジファイ リングシステムの対応分野である。(紙 による申請 ・届出を受け付けた もの

に関しても、ワープロ等の電子的文書作成をなされ、それを紙 に出力 したものであれ

ば、OCR機 能によってデータ化が可能である。)

行政事務の多 くは、これ ら申請 ・届出案件に関して、 自らの審査承認用に再度デー

タ入力を行うというような非効率的な作業に多 くの時間が割かれている。 しかし本 シ

ステムを活用すれば、申請 ・届出というデータ発生源のデータがそのまま電子文書デ
ータとす ることができ、その後の審査 ・承認作業も大幅に効率化でき、 しか も申請 ・

届出書類データとその後の審査承認関連文書をリンクさせることによって、その案件

の審査過程も明確 とな り、 この分野においてもその分野に関してノウハウを有 した特

定の職員に頼ることな く、業務の標準化が示されるもの と考えられる。

(D)予 算書 ・決算書

予算書 ・決算書に関しても、本システムによってデータベース化することにより、

毎年の書類を リンクさせておけば、各年度の収支情勢の推移を容易に知 ることができ

る。 しかもOCR機 能によって過去の予算書 ・決算書のデータ入力を行えば、今年度

か らでも過去の予算 ・決算の推移 を即把握することができ、再データ入力という手間

のかかる作業を考慮 しな くとも容易に分析が実行できる。

また予算書 ・決算書 とは、ベース となる書類の他に、各分野 ごとの予算書 ・決算

書やその予算書 ・決算書が完成す るまでの関連文書が背景には存在する。 これまでの

アナログ的な文書管理体制では、これ らをリンクさせて閲覧すること力灘 しかったが、

この分野 において もこれ ら関連文書を リンクさせることにより、よ り正確で詳細な予

算書 ・決算書の中身に関する文書検索が可能となる。

(E)広 報 ・各種行政案内文書

広報等の各種行政案 内文書分野 に関 して も本システムにおいて管理すべき文書分野

であると考えられる。これまでの広報はアナログ的に庁内か ら行政案内案件を収集 し、

それを印刷物やインターネッ トホームページ上で公開し、そこまでで終わってしまっ
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ていた。 しか し全庁的な文書管理を本 システムをベースとして実行すれば、単純 に広

報の掲載情報をス トックするのみではな く、その広報に掲載 された案件の背景にある

行政機関内部の内部関連文書 とリンクさせ、その情報の背景 となる部分 を行政機関職

員が検索できるものとすることによ り、 この分野 において も特定の情報 を有 した職員

にその案件に関して頼ることは必要なくな り、職員誰 もがその案件に関す る背景に関

して容易に理解でき、引継ぎ等 も容易に行われるもの と考えられる。

また住民か ら問合せがあったとしても、この背景情報がリンクしていることにより、

正確な情報発信や応対が可能なものとな り、住民サービスの向上につながることと考

えられる。
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8行 政分野以外の本イメージファイ リングシステムの運用例

本イメージファイ リングシステムの利用範囲とは、行政機関における行政分野のみ

ではない。民間分野 における利用の幅も十分に考えられる。そ こでまずは本システム

の発展性の1つ として他分野におけるシステム活用の姿について考えてみたい。

8.1民 間分野における本イメージファイ リングシステムの活用

民間分野においても大量の文書 を取 り扱っている業種 ・部門は数多 く考 えられる。

そ こでこれ ら行政機関と業務スタイルが類する業種を選択 し、その業種企業における

システムの活用方法を考えてみる。

8.1.1製 造 業

製造業の各業種 においては、通産省がすすめる 「N-CALS」 の流れの中で、各種技

術コンテンツのSGML化 が明確iに提唱されている。また情報化先進国の欧米諸国か

らは、これまでの国内製造業のスタイルである 「紙文書を中心 とした業務スタイル」

に対する批判が高まり、国際連携による製品製造が当た り前 となる中で、早急なコン

テ ンツの電子化が外圧 として求め られている。

しかしこの点に関しても、やはり行政機関の文書管理状況と同様に、今後生まれる

技術コンテンツに関 しては、SGML文 書管理体制の整備 とあいまって、SGML化 へ

の移行を目指す ことができるが、過去に大量に発生した技術コンテンツに関しては、

投資対効果に見合 った取扱方法の答が どの業界か らも求め られている状況である。

そ こで、製造業において過去に作成された技術コンテンツである 「取扱説明書」「保

守 ・整備マニュアル」 「製造技術標準文書」 「特許 申請文書」等に関して、本 システム

においてPDF化 することが、まずは得策ではないかと考え られる。

SGML文 書 とは、その文書データが1つ の目的のみな らず、複数の目的にその利

用範囲が広がる場合 には、その有効性は非常に高い。 しか し紙文書の形態で存在する

各種技術 コンテ ンツに関 して、その中か らリンクする内容 を検索 ・抽出し、共通 した

リンク情報を統合化 して、その技術コンテンツのベースとなるSGML技 術文書デー

タベースを過去の文書に関 して これか ら着手するのでは、多額のコス トと多 くの時間

が必要となって しまう。そ こで 「取扱説明書」 「保守 ・整備マニュアル」等、ある決

まった文書利用 目的が明確であり、しか もそれが既に紙の形で存在 し、新たにSGML

的な統合的文書データベースを構築する必要のないもに関しては、文字を文字データ

として認識し、それを全文検索エ ンジンで検索可能なPDFフ ァイルをベースとした

本システムによって、個別分野の文書ファイルを行うことが現状では最良 と考え られ

る。
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8.1.2金 融 機 関

銀行 ・証券 ・生命保険 ・損害保険等の金融機関というのも、商品種類が多 く、それ

を営業マンに理解させるための商品マニュアル というコンテンツを大量に抱えている。

この商品マニュアルに関して も、製造業と同様の理由か ら考慮すると、過去の商品に

関するコンテンツについてはPDFフ ァイル化 し、本システムによって管理すべきで

ある。

そ して金融機関の商品とは、やはりその複雑性か ら単純に文字のみで表現がなされ

た商品マニュアルはあまり多 くない。つまり関連図を示 し、他の商品との相違点を示

す ことによってビジネスにつなげているのである。そ こで単純 に文字データのみをデ
ータベース化するだけではあまり意味がなく、システム図 ・関連図等の図形データと

リンクした形式で管理を行 うべきである。この点か らもPDFフ ァイルによって管理

することの有効性は大きいであろう。

また金融機関における最大の問題点は、各金融機関サイ ドでは外圧や文書データベ
ース管理の有効性理解の高さか らSGML化 が急速に進展 しているにも関わ らず、そ

れを監督 ・指導す る 「大蔵省」サイ ドの電子文書化 ・SGML化 が進展 しないという

点にある。つま り現状大蔵省が各金融機関に対 して行う、各種 通達 ・指導に関する文

書 とは、紙文書が今でも利用されている。そこでそれを受け取ったSGML化 を進め

ている金融機関においては、それをわざわざ再度SGML文 書 として入力 しなお し、

自社の金融商品関連文書 との リンクを図るという無駄な作業を取 り組 まざるを得ない

状況にある。

大蔵省内部ではパソコン ・ワープロ等電子的ツールによって、文書作成がなされて

いるはずではあるが、それを紙文書で しか提供 されない現状においては、やは り紙文

書をOCR入 力し、本イメージファイ リングシシテムにおいて文書管理を行うことが

有効であろう。

8.1.3そ の他 分 野

本システムの有効活用が考えられる業種 ・分野とは、過去の大量紙文書が存在 し、

それをデジタル化 して、今後保存 ・活用 しなければな らないというところである。こ

の点か ら考えると次のような分野がその他にあげられ る。

① 研究論文等の学術分野

② 保守管理 ・運行管理において大量のコンテンツが生まれる航空会社

③ マニュアル ・仕様書等において大量のコンテンツが生まれるソフ トウェア業
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9本 イメージファイ リングシステムの発展性

本イメージファイ リングシステムは、ワープロ ・パソコン等 によ り過去に作成され

た紙文書 を管理対象とすることをきっかけに考えられてきたが、やはり今後主流とな

ってい く電子文書 ファイル形式 「SGML」 との連携を考慮す ることによ り、一層高

機能な文書管理 システムを実現することができる。そ こでSGMLと の連記による今

後の本システムの発展性に関して考 えてみたい。

9.1コ ンテ ンツ構築 と して のSGML、 メデ ィア出力 として のPDF

前述のとお り、SGMLとPDFは 対極的に比較するべきものではない。本システム

においてPDFフ ァイルをベースとする意味も、過去のSGML化 なされていない紙

文書をどのように電子的に取 り扱 うのかという観点か ら生まれた ものである。そ こで

今後 もベースとなる文書 コンテンツの最良の形式 とは 「SGML」 なのである。

ただSGMLと はレイアウ ト情報を有 していない。そ こでSGML文 書データをビ

ューイングするためには、有償供給によるSGMLビ ューアー(PanoramaPro等)

をユーザーが必ず持たな くてはな らない。LAN等 のクローズ ドな環境の中で、文書

利用者が明確 に見えているのであればこの方法 も得策であろうが、行政機関における

情報公開を想定した場合、不特定多数の市民がWWWブ ラウザを利用 してその行政

情報を検索 ・閲覧することを考えな くてはな らず、その場合有償供給のSGMLビ ュ
ーアーに頼っていたのでは、すべて市民に等 しい情報サービスの提供を行うことには

つなが らない。

しか しPDFの 環境では、PDFビ ューアーであるrAcrobatReader」 が無償供給

であることか ら誰 もが自由に入手でき、誰も同 じようなわか りやすい レイアウ ト済み

の文書ファイルを検索 ・閲覧可能である。

そ こで このSGML及 びPDFの 長所 ・短所を考慮 し、しか も電子文書化過渡期で

ある現在の文書管理状況を紙文書による過去 とSGINIII)に よる今後の双方の姿も考慮

した形で、行政文書管理及びその行政文書の電子メディア発信の姿をシステム図化す

ると次のようになると考 えられる。(あ くまでも過渡期 としてのシステム連関図であ

るが、ここ数年はこのコンセプ トで進まざるを得ない状況にあると考え られる。)
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